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昭
和
　
年
　
富
良
野
町
・
山
部
町
合
　

４１

　
　
　
　
　
併
、
富
良
野
市
を
置
く

昭
和
　
年
　
富
良
野
市
立
農
業
高
等

４２

　
　
　
　
　
学
校
開
校

昭
和
　
年
　
富
良
野
市
役
所
新
庁
舎

４３

　
　
　
　
　
竣
工

昭
和
　
年
　
富
良
野
市
民
憲
章
制
定

４４

　
　
　
　
　
第
１
回
北
海
へ
そ
祭
り

昭
和
　
年
　
富
良
野
文
化
会
館
開
館

４６

　
　
　
　
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
富
良

　
　
　
　
　
野
市
寿
光
園
開
設

昭
和
　
年
　
富
良
野
市
ぶ
ど
う
果
樹

４７

　
　
　
　
　
研
究
所
設
立

昭
和
　
年
　
国
営
東
郷
ダ
ム
起
工
式

４８

昭
和
　
年
　
富
良
野
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

４９

　
　
　
　
　
タ
ー
オ
ー
プ
ン

昭
和
　
年
　
第
　
回
国
体
冬
季
大
会

５０

３０

　
　
　
　
　
ス
キ
ー
競
技
会
、
富
良
　

　
　
　
　
　
野
市
で
開
催

昭
和
　
年
　
富
良
野
ワ
イ
ン
工
場
竣

５２

　
　
　
　
　
工

　
　
　
　
　
富
良
野
市
と
オ
ー
ス

　
　
　
　
　
ト
リ
ア
・
シ
ュ
ラ
ー
ト

　
　
　
　
　
ミ
ン
ク
市
、
姉
妹
都
市

　
　
　
　
　
提
携
調
印

　
　
　
　
　
Ｆ
Ｉ
Ｓ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

　
　
　
　
　
プ
富
良
野
大
会
、
初
開
　

　
　
　
　
　
催
（
1
9
9
5
年
ま
で
　

　
　
　
　
　
　
回
開
催
）

１０

　
　
　
　
　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
方
式
の
収
集
開
始

昭
和
　
年
　
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
発
売

５３

　
　
　
　
　
富
良
野
市
と
兵
庫
県
西

　
　
　
　
　
脇
市
、
友
好
都
市
親
善
　

　
　
　
　
　
協
定
調
印

昭
和
　
年
　
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
ハ
ウ
ス

５４

　
　
　
　
　
開
業

　
　
　
　
　
山
部
自
然
公
園
太
陽
の

　
　
　
　
　
里
開
園

昭
和
　
年
　
東
山
地
区
の
小
学
校
、
中

５６

　
　
　
　
　
学
校
が
統
合
「
樹
海
」
の

　
　
　
　
　
名
称
と
な
る

　
　
　
　
　
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
北
の
　

　
　
　
　
　
国
か
ら
」
放
映
開
始

昭
和
　
年
　
ご
み
３
種
分
別
、
生
ご
　

５８

　
　
　
　
　
み
収
集
開
始

昭
和
　
年
　
ふ
ら
の
チ
ー
ズ
発
売

５９

昭
和
　
年
　
ハ
イ
ラ
ン
ド
ふ
ら
の
開
業

６１

昭
和
　
年
　
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う

６２

　
　
　
　
　
ま
つ
り
初
開
催

昭
和
　
年
　
ご
み
の
６
種
分
別
開
始

６３

平
成
元
年
　
ふ
ら
の
ぶ
ど
う
果
汁

　
　
　
　
　
発
売

平
成
２
年
　
空
知
川
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の

　
　
　
　
　
森
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
オ
ー

　
　
　
　
　
プ
ン

　
　
　
　
　
公
共
下
水
道
富
良
野
処

　
　
　
　
　
理
区
供
用
開
始

平
成
３
年
　
札
幌
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー

　
　
　
　
　
ド
冬
季
大
会
滑
降
競

　
　
　
　
　
技
を
富
良
野
ス
キ
ー

　
　
　
　
　
場
で
開
催

　
　
　
　
　
市
立
富
良
野
図
書
館
　

　
　
　
　
　
開
館

平
成
５
年
　
家
庭
用
ご
み
と
事
業
用

　
　
　
　
　
ご
み
に
区
分
、
ご
み
一
　

　
　
　
　
　
部
有
料
化

　
　
　
　
　
富
良
野
チ
ー
ズ
工
房
　

　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
平
成
の
大
冷
害

平
成
６
年
　
富
良
野
看
護
専
門
学
校

　
　
　
　
　
開
校

平
成
８
年
　
富
良
野
市
制
　
周
年

３０

　
　
　
　
　
記
念
式
典

平
成
　
年
　
滝
里
ダ
ム
竣
工

１１

平
成
　
年
　
富
良
野
駅
東
西
自
由
通

１２

　
　
　
　
　
路
（
ポ
ッ
ポ
ブ
リ
ッ
ジ
）

　
　
　
　
　
開
通

　
　
　
　
　
富
良
野
演
劇
工
場
開
館

平
成
　
年
　
ご
み
の
　
種
分
別
収
集

１３

１４

　
　
　
　
　
開
始

平
成
　
年
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
開
館

１４

　
　
　
　
　
公
共
下
水
道
山
部
処
理
区

　
　
　
　
　
供
用
開
始

平
成
　
年
　
富
良
野
市
開
庁
1
0
0

１５

　
　
　
　
　
年
記
念
式
典

　
　
　
　
　
富
良
野
市
民
野
球
場
　

　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン

平
成
　
年
　
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
率

１６

　
　
　
　
　
　
パ
ー
セ
ン
ト
達
成

９３

平
成
　
年
　
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス

１７

　
　
　
　
　
キ
ー
大
会
（
ス
キ
ー
甲
　

　
　
　
　
　
子
園
）、
以
降
　
年
連
続

１１

　
　
　
　
　
開
催

平
成
　
年
　
地
域
高
規
格
道
路
「
富
　

１８

　
　
　
　
　
良
野
道
路
」
着
工

平
成
　
年
　
富
良
野
協
会
病
院
移
転

１９

　
　
　
　
　
新
築

　
　
　
　
　
富
良
野
市
中
心
街
活
性

　
　
　
　
　
化
セ
ン
タ
ー
「
ふ
ら
っ
　

　
　
　
　
　
と
」
開
館

　
　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
富
良
野
駅
前
広
場
、

　
　
　
　
　
供
用
開
始

平
成
　
年
　
富
良
野
広
域
連
合
設
立

２０

平
成
　
年
　
フ
ラ
ノ
・
マ
ル
シ
ェ
　

２２

　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン

平
成
　
年
　
地
籍
調
査
事
業
着
手

２３

平
成
　
年
　
富
良
野
市
、
定
住
自
立
　

２５

　
　
　
　
　
圏
中
心
市
宣
言

　
　
　
　
　
富
良
野
地
区
定
住
自
立

　
　
　
　
　
圏
形
成
協
定
、
調
印

平
成
　
年
　
フ
ラ
ノ
・
マ
ル
シ
ェ
２

２７

　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
　

　
　
　
　
　
虹
い
ろ
保
育
所
開
所

平
成
　
年
　
富
良
野
市
農
業
担
い
手

２６

　
　
　
　
　
育
成
セ
ン
タ
ー
設
立

平
成
　
年
　
市
制
　
周
年
記
念
式
典

２８

５０

年年
のの
歴歴
史史
（（
抜抜
粋粋
））

５５００

市
制

年

市
制
　
年
のの
歩
み

５０５０
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観
光
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す

　
昭
和
　
年
の
市
制
施
行
を
契
機
に
富

４１

良
野
市
は
、
各
地
で
盛
ん
に
観
光
開
発
が

進
め
ら
れ
る
中
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

ビ
ジ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
他

市
町
村
に
比
べ
て
観
光
開
発
が
立
ち
遅

れ
て
い
た
富
良
野
市
は
、市
制
施
行
以
後
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
と
と
も

に
、
観
光
資
源
の
開
発
と
そ
の
活
用
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
に
着
手
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
富
良
野
市
の
観
光
開
発
は

「
冬
型
観
光
を
中
核
と
す
る
夏
型
観
光
の

導
入
に
よ
り
産
業
化
を
め
ざ
し
た
資
源

の
開
発
」
が
目
標
で
し
た
。
こ
の
構
想
に

も
と
づ
い
て
、
市
は
冬
季
観
光
の
充
実
を

市制５０年の歩み

昭
和

年
５
月
１
日
に
誕
生
し
た
富
良
野
市
。
富
良
野
町
と
山
部
町
が
合
併
し
た
こ
と
に
よ
り
、
人
口
が
３

４１

万
人
を
超
え
、
「
富
良
野
市
」
と
し
て
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い
ま
す
。

今
年
は
市
制
施
行

年
の
節
目
と
な
り
、
５
月

日
の
午
前

時
よ
り
富
良
野
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
盛
大

５０

１０

１０

に
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

め
ざ
し
て
、
民
間
資
本
に
よ
る
大
規
模
な

ス
キ
ー
場
の
整
備
を
行
い
、
昭
和
　
年
の

５０

国
体
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
や
昭
和

　
年
か
ら
そ
の
後
１
年
お
き
に
開
催
さ

５２れ
た
「
F
I
S
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ス
キ
ー

大
会
」
の
誘
致
を
実
現
し
ま
し
た
。
こ
の

大
会
を
機
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ス
キ
ー

の
ま
ち
シ
ュ
ラ
ー
ト
ミ
ン
ク
市
と
姉
妹

都
市
提
携
の
調
印
が
行
わ
れ
、
両
市
の
親

善
友
好
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

地
場
産
品
の
開
発

　
市
は
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
基
盤

と
し
た
観
光
の
振
興
と
農
業
者
の
収
入

向
上
を
目
的
に
、
昭
和
　
年
に
ぶ
ど
う
果

４７

樹
研
究
所
を
設
置
し
、
ワ
イ
ン
の
醸
造
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
原
料
用
ぶ
ど
う
を
市

内
の
農
家
で
生
産
し
て
、
こ
れ
を
市
が
買

い
上
げ
て
醸
造
・
販
売
す
る
独
自
の
シ
ス

テ
ム
を
作
り
あ
げ
、
昭
和
　
年
に
「
ふ
ら

５３

の
ワ
イ
ン
」
が
は
じ
め
て
市
販
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
昭
和
　
年
代
以
降
に
全
国
で

５０

盛
ん
に
行
わ
れ
た
「
一
村
一
品
運
動
」
の

本
市
に
お
け
る
始
ま
り
で
、
そ
の
後
「
ふ

ら
の
ぶ
ど
う
果
汁
」・「
ふ
ら
の
チ
ー
ズ
」・

「
ニ
ン
ジ
ン
ジ
ュ
ー
ス
」
な
ど
の
地
場
産

に
こ
だ
わ
っ
た
特
産
品
が
生
み
出
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。

「
へ
そ
」
に
よ
る
活
性
化
　

　
市
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
も

活
発
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
商
工
会
議
所

や
青
年
会
議
所
を
中
心
に
「
北
海
道
中
央

経
緯
度
観
測
標
」
を
郷
土
の
シ
ン
ボ
ル
に

し
よ
う
と
、「
へ
そ
音
頭
」・「
へ
そ
踊
り
」

が
創
作
さ
れ
、
昭
和
　
年
に
は
第
１
回
北

４４

海
へ
そ
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
中
心
標
公
園
の
造
成
、
北
海
へ
そ
踊

り
保
存
会
の
発
足
に
発
展
し
、
「
へ
そ
の

ま
ち
ふ
ら
の
」
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
昭
和
　
年
に
は
、
「
日
本

５３

の
へ
そ
」
と
し
て
知
ら
れ
る
兵
庫
県
西
脇

市
と
「
へ
そ
」
が
結
ぶ
縁
で
友
好
都
市
親

善
協
定
を
調
印
し
、
毎
年
交
流
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
よ
る
ま
ち
の
活
性
化

　
昭
和
　
年
か
ら
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
北
の

５６

国
か
ら
」
が
全
国
放
送
さ
れ
る
と
、
ロ
ケ

地
の
麓
郷
な
ど
に
全
国
か
ら
旅
行
者
が

た
く
さ
ん
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ド
ラ
マ
で
紹
介
さ
れ
た
「
北
海
へ

そ
祭
り
」
と
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
」
も
有
名
に

な
り
、
富
良
野
は
「
北
の
国
か
ら
」
ブ
ー

ム
に
よ
っ
て
、
全
国
で
最
も
有
名
な
一
大

観
光
地
に
変
貌
を
遂
げ
ま
し
た
。

▲第１回北海へそ祭り ▲昭和４７年当時のぶどう果樹研究所

▲昭和５３年１０月２０日に富良野市と兵庫
県西脇市が友好都市親善協定調印

葛
当
初
の
市
民
還
元
用
ロ
ゼ
ワ
イ
ン

▲シュラートミンク市との
姉妹都市提携調印

▲第３０回国体冬季大会
ジャンプ競技

滑北海へそ祭り
のキャラクター
「へそ丸くん」
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市
制
を
施
行
し
て
か
ら
　
年
が
経
ち
、
市
の
拠
点
施
設
を
は
じ
め
、

５０

文
化
施
設
や
体
育
館
の
充
実
が
図
ら
れ
、
さ
ら
に
、
社
会
資
本
の
整
備

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
基
幹
産
業
の
農
業
は
、
減
反
政
策
が

農
業
の
形
を
変
え
、
大
き
な
変
革
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
振
り
返
る
と
、
市
の
農
業
の
主
な
も
の
は
水
稲
や
甜
菜
、
馬
鈴
薯
な

ど
で
、
山
部
地
区
や
東
山
地
区
で
は
、
澱
粉
工
場
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

地
域
の
中
心
的
な
産
業
で
し
た
。
ま
た
、
ア
ス
パ
ラ
な
ど
が
一
挙
に
増

え
、
団
地
化
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
　
年
か
ら
始
ま
っ
た
新
農
業
構

５３

造
改
善
は
、
野
菜
農
業
と
ハ
ウ
ス
園
芸
に
重
点
が
置
か
れ
ま
し
た
が
、

沿
線
６
農
協
の
合
併
は
富
良
野
市
の
農
業
を
大
き
く
変
え
、
さ
ら
に
商

店
街
に
お
い
て
も
、中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。。

　
私
が
住
ん
で
い
る
東
山
地
区
で
も
学
校
統
合
が
行
わ
れ
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
通
学
な
ど
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
や
事
故
な
ど
が
防
止
さ
れ
て

い
ま
す
。、
昭
和
　
年
２
月
の
台
風
襲
来
で
生
活
基
盤
が
崩
れ
、
停
電
や

４７

道
路
が
不
通
と
な
り
、
開
通
す
る
の
に
１
週
間
か
か
り
ま
し
た
が
、
現

在
は
除
雪
体
制
も
整
備
さ
れ
、
快
適
な
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。
昭
和
　
年
に
は
台
風
　
号
の
襲
来
で
、
特
に
演
習
林
の
山
に
大

５６

１５

き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
広
大
な
場
所
を
活

用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
昭
和
　
年
か
ら
平
成
　
年
ま
で
の
　
年
間
議
会
議
員
と
し
て
、

５４

１９

２８

市
政
の
進
展
に
多
少
な
り
と
も
寄
与
し
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
が
、
終

わ
っ
て
み
る
と
、
反
省
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
一
市
民
と
し
て
、
で
き
る
だ
け
お
手
伝
い
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
未
来
に
向
か
っ
て
富
良
野
市
が
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

 中元  
なかもと

 優 さん（７７歳）
まさる

未来に
向かって
発展を

リ
サ
イ
ク
ル
の
ま
ち
づ
く
り

　
消
費
物
資
の
増
加
に
と
も
な
っ
て

年
々
増
大
す
る
ご
み
の
処
理
が
問
題
と

な
り
、
昭
和
　
年
か
ら
混
合
ご
み
の
埋
め

４５

立
て
処
分
を
見
直
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
昭
和
　
年
に
有
機
物
供

５９

給
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、
「
生
ご
み
」

を
バ
ー
ク
（
樹
皮
）
と
と
も
に
有
機
肥
料

化
し
、
市
内
農
家
の
土
づ
く
り
に
有
効
利

用
す
る
方
策
が
と
ら
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、

紙
く
ず
や
木
く
ず
な
ど
の
可
燃
ご
み
は

暖
房
用
の
固
形
燃
料
に
再
生
さ
れ
、
市
内

の
公
共
施
設
の
暖
房
に
使
用
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
の
市
民
の
理
解
と
協
力
を
得

た
取
り
組
み
に
よ
り
、
ご
み
の
分
別
化
に

年
々
改
良
が
加
え
ら
れ
、
現
在
で
は
　
種
１４

分
別
と
な
り
、
平
成
　
年
に
は
リ
サ
イ
ク

１５

ル
率
は
　
％
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
ま

９０

し
た
。

国
鉄
の
民
営
化

　
マ
イ
カ
ー
の
普
及
と
道
路
整
備
の
充

実
は
、
鉄
道
利
用
者
を
減
少
さ
せ
る
と
い

う
対
称
的
な
結
果
を
生
み
、
国
鉄
は
昭
和

　
年
こ
ろ
か
ら
赤
字
路
線
対
策
と
し
て

５３合
理
化
に
着
手
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
の

富
良
野
駅
の
旅
客
者
数
も
昭
和
　
年
を

４１

ピ
ー
ク
に
、以
後
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
　
年
に
開
業
が
予
定
さ
れ

５６

て
い
た
国
鉄
石
勝
線
の
開
業
が
合
理
化

に
拍
車
を
か
け
、
根
室
本
線
の
ロ
ー
カ
ル

化
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
は
「
富
良

野
市
国
鉄
合
理
化
防
止
対
策
協
議
会
」
を

設
立
し
、
日
常
交
通
手
段
の
確
保
と
過
疎

化
の
進
行
を
防
ぐ
た
め
に
運
動
を
展
開

し
ま
し
た
が
、
昭
和
　
年
に
、
特
急
の
廃

５６

止
・
急
行
の
減
便
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
当
時
9
0
0
人
い
た

国
鉄
職
員
と
そ
の
家
族
は
富
良
野
か
ら

の
転
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

稲
作
の
減
反

　
昭
和
　
年
に
米
の
生
産
調
整
が
実
施

４５

さ
れ
、
全
国
一
律
に
一
割
の
減
反
が
政
府

か
ら
押
し
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
　
年
５０

で
終
わ
る
は
ず
の
減
反
政
策
は
、
水
田
利

用
再
編
対
策
な
ど
で
半
永
久
的
な
減
反

政
策
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
平
成
５

年
に
は
、
富
良
野
市
の
減
反
の
割
合
は
　６５

％
に
も
達
し
ま
し
た
。

　
近
年
で
は
、
メ
ロ
ン
や
ス
イ
カ
な
ど

「
富
良
野
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
の
新
た
な

農
業
の
魅
力
を
引
き
出
し
、
さ
ら
に
平
成

　
年
に
は
農
業
の
後
継
者
不
足
を
解
消

２７す
る
た
め
、
富
良
野
市
農
業
担
い
手
育
成

セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

▲昭和６１年フラノエクスプレス運行 ▲市民の足（国鉄）を守る市民大会

▲ごみの収集が始まる

５０年を振り返
る

▲富良野市農業担い手育成センター設立

▲固形燃料
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幼
少
の
こ
ろ
は
美
唄
市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
縁
が
っ
て
、
昭
和

　
年
に
富
良
野
市
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
翌
年
に
は
市
制
施
行
と

４０い
う
大
き
な
出
来
事
が
あ
り
、
そ
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
私
自
身
も
富
良

野
市
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
私
は
　
年
間
、
町
内
会
長
と
し
て
行
政
を
は
じ
め
、
周
り
の
住
民
に

２５

支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
何
と
言
っ
て
も
大
変
だ
っ
た
の
が
、
葬
儀
を

町
内
会
が
主
導
し
て
行
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
当
時
は
お
年
寄
り
も
多

く
、
こ
れ
ま
で
１
０
０
回
以
上
は
葬
儀
委
員
長
と
し
て
頑
張
っ
て
き
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
町
内
会
の
婦
人
部
の
方
々
が
手
作
り
で
ま
か

な
い
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
、
そ
う
い
っ
た
こ
と

も
な
く
、
隣
近
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う

な
気
が
し
て
、
少
し
寂
し
く
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ふ
ら
の
農
協
に
勤
務
し
て
い
た
私
は
、
昭
和
　
年
に
建
て
ら
れ
た
ラ

４５

イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
課
長
と
し
て
関
わ
り
、
当
時
の
利
用
状
況
が
す
ご

か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
退
職
後
は
農
地
の
造
成
な
ど
市
の
仕

事
を
　
歳
に
な
る
ま
で
関
わ
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
で
も
、　

歳
か

７０

７０

ら
は
何
か
の
縁
な
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
な
ど
の
役
職
に
就
く
こ
と

に
な
り
、
日
々
忙
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ
　
歳
に
な
り
ま

９０

す
が
、
で
き
る
か
ぎ
り
人
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

何
歳
に
な
っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
富
良
野
市
と
は
切
っ
て
も
切

れ
な
い
関
係
だ
と
私
自
身
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
富
良
野
と
い
う
ま
ち
は
住
み
や
す
く
て
、、
人
柄
が
良
い
ま
ち
だ
と
思

い
ま
す
。
お
互
い
に
助
け
合
う
と
い
う
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
も
一
市
民
と
し
て
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
山
部
町
が
合
併
し
た
こ
ろ
、
人
口
は
約
６
千
人
で
、
い
ろ
い
ろ
な
面

で
活
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
当
時
私
は
　
歳
で
、
と
に
か
く
「
自
分

２８

の
仕
事
を
す
る
の
み
」
と
い
う
気
持
ち
で
日
々
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
縁
が
あ
っ
て
昭
和
　
年
か
ら
６
年
間
、
山
部
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ

５２

Ａ
会
長
を
務
め
さ
せ
て
も
ら
い
、
全
校
生
徒
は
３
０
０
人
を
超
え
、
先

生
も
保
護
者
も
一
生
懸
命
で
し
た
。
ま
た
、
平
成
７
年
か
ら
８
年
間
、

富
良
野
市
教
育
委
員
会
委
員
に
就
か
せ
て
い
た
だ
き
、
農
業
高
校
の
閉

校
と
演
劇
工
場
の
設
立
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
出
来
事
に
出
会
い
ま
し

た
が
、
未
だ
に
農
業
高
校
の
閉
校
は
残
念
な
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
の
地
区
も
Ｊ
Ｒ
の
無
人
化
、
農
協
の
合
併
、
商
店
街
や
事
業
所
の
変

動
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
影
響
し
て
、
人
口
は
２
千
人
弱
と
い
う
状

況
で
す
。

　
こ
の
時
期
、
平
成
　
年
よ
り
山
部
地
区
総
合
振
興
協
議
会
の
会
長
を

２３

２
期
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
平
成
　
年
３
月
　
日

２３

１１

は
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
地
域
の
方
々
に
声
を
か

け
、
各
町
内
会
や
各
区
会
の
み
な
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
自
主

防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
組
織
が
機
能
す
る
こ

と
な
く
、
山
部
地
区
が
い
つ
ま
で
も
安
全
で
安
心
な
地
区
で
あ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
世
代
を
担
う
若
者
が
山
部
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
が

自
分
の
仕
事
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、

山
部
地
域
を
ま
た
盛
り
上
げ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
幸
い
農
業
の
後
継

者
も
多
く
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
若
者
が
手
を
組
み
、
み

ん
な
で
少
し
ず
つ
で
も
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
大
事
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

 赤塚  
あかつか

 健 さん（８９歳）
けん

 桝谷  
ますたに

 壽 
とし

 世 さん（７７）
よ

お互いに
助け合い
ながら

若者たちの
力でまちに
変化を

中
心
市
街
地
の
活
性
化
へ
　

　
平
成
元
年
の
一
般
消
費
税
導
入
、
平
成

３
年
こ
ろ
か
ら
の
景
気
後
退
に
よ
り
、
バ

ブ
ル
景
気
は
崩
壊
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

中
心
部
の
商
店
街
に
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

閉
じ
た
空
き
店
舗
が
目
立
ち
は
じ
め
、
市

街
地
中
心
部
の
空
洞
化
も
進
行
し
て
い

き
ま
し
た
。

　
中
心
部
の
空
洞
化
は
全
国
の
地
方
都

市
で
起
き
た
現
象
で
、
こ
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
、
国
は
平
成
　
年
に
「
中
心

１０

市
街
地
に
お
け
る
市
街
地
の
整
備
お
よ

び
商
業
等
の
活
性
化
の
一
体
的
推
進
に

関
す
る
法
律
」
を
施
行
。
本
市
に
お
い
て

も
富
良
野
駅
前
地
区
第
一
種
市
街
地
再

開
発
事
業
に
よ
り
駅
前
の
整
備
が
進
め

ら
れ
、
中
心
街
活
性
化
セ
ン
タ
ー
や
市
営

住
宅
な
ど
を
建
設
。
ま
た
、
新
法
に
も
と

づ
く
富
良
野
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
に
よ
り
、
フ
ラ
ノ
・
マ
ル
シ
ェ
を

は
じ
め
、
虹
い
ろ
保
育
所
な
ど
も
建
設
さ

れ
、
今
後
も
引
き
続
き
、
市
街
地
の
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

市制５０年の歩み
５０年を振り返

る

５０年を振り返
る

▲上空から見たフラノ・マルシェ付近
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長
尾
  榮
治
 さ
ん
（
　
歳
）

え
い
じ

７６

　
昭
和
　
年
旧
富
良
野
平
原
土
地
改

５９

良
区
理
事
に
就
任
し
、
理
事
長
代
理

等
を
歴
任
。
富
良
野
沿
線
5
土
地
改

良
区
合
併
に
よ
る
「
富
良
野
土
地
改

良
区
」
設
立
に
尽
力
。
そ
の
後
、
理

事
長
等
を
歴
任
し
、
富
良
野
地
域
に

お
け
る
農
業
振
興
発
展
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

武
藤
  一
男
 さ
ん
（
　
歳
）

か
ず
お

７５

　
平
成
5
年
空
知
川
上
流
土
地
改
良

区
理
事
に
就
任
し
、
理
事
長
な
ど
を

歴
任
。
そ
の
卓
越
し
た
企
画
力
と
指

導
力
に
よ
っ
て
、
土
地
改
良
事
業
の

円
滑
な
運
営
に
尽
力
し
、
富
良
野
地

域
に
お
け
る
農
業
振
興
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

河
合
  満
 さ
ん
（
　
歳
）

み
つ
る

７０

　
昭
和
　
年
山
部
農
民
連
盟
書
記
長

６２

に
就
任
し
、
副
委
員
長
、
委
員
長
を

歴
任
し
、
農
業
者
の
社
会
的
・
経
済

的
な
地
位
向
上
を
図
る
な
ど
、
本
市

の
農
業
振
興
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

事
、
副
会
長
を
歴
任
。
同
協
議
会
の

運
営
及
び
権
利
擁
護
事
業
の
立
ち
上

げ
な
ど
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
、
ま
た
、
昭
和
　
年
1
月
よ
り

５８

緑
町
第
6
町
内
会
長
、
富
良
野
市
連

合
町
内
会
協
議
会
長
を
歴
任
す
る
な

ど
、
本
市
の
福
祉
及
び
自
治
の
振
興

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 桝
谷
  

ま
す
た
に

 壽
世
 さ
ん
（
　
歳
）

と
し
よ

７７

　
平
成
7
年
6
月
富
良
野
市
教
育
委

員
会
委
員
に
就
任
し
、
2
期
8
年
に

わ
た
り
本
市
の
教
育
振
興
に
取
り
組

む
。
こ
の
間
、
委
員
長
を
歴
任
し
、

教
育
行
政
の
諸
課
題
解
決
に
尽
力
。

ま
た
、
平
成
　
年
5
月
に
山
部
地
区

２３

総
合
振
興
協
議
会
会
長
に
就
任
し
、

山
部
地
区
の
全
町
内
会
に
自
主
防
災

組
織
を
設
立
さ
せ
る
な
ど
、
地
域
の

安
心
安
全
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

奥
野
  岩
雄
 さ
ん
（
　
歳
）

い
わ
お

７０

　
平
成
7
年
2
月
富
良
野
農
業
協
同

組
合
代
表
理
事
専
務
に
就
任
し
、
富

良
野
沿
線
6
農
協
合
併
に
よ
る
「
ふ

ら
の
農
業
協
同
組
合
」
設
立
に
尽
力
。

合
併
後
は
代
表
理
事
組
合
長
代
行
、

代
表
理
事
組
合
長
を
歴
任
し
、
農
協

事
業
改
革
を
先
導
す
る
な
ど
、
今
日

の
富
良
野
地
域
の
農
業
振
興
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

髙
橋
  尚
志
 さ
ん
（
　
歳
）

な
お
し

７９

　
昭
和
　
年
に
富
良
野
協
会
病
院
内

４８

科
医
と
し
て
勤
務
し
、
そ
の
後
、
開

業
医
と
し
て
永
き
に
わ
た
り
地
域
医

療
を
牽
引
。
平
成
　
年
社
団
法
人
富

１１

良
野
医
師
会
会
長
に
就
任
し
、
初
期

救
急
医
療
体
制
の
一
元
化
、
圏
域
の

医
師
確
保
に
尽
力
す
る
な
ど
、
本
市

の
保
健
医
療
の
向
上
及
び
市
民
の
健

康
福
祉
の
増
進
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

 特
別
感
謝
状
 

上
田
  勉
 さ
ん
（
　
歳
）

つ
と
む

７４

　
昭
和
　
年
富
良
野
市
議
会
議
員
に

５８

当
選
し
、
総
務
常
任
副
委
員
長
、
経

済
常
任
委
員
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、

6
期
　
年
の
永
き
に
わ
た
り
市
議
会

２４

議
員
と
し
て
、
本
市
の
自
治
振
興
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
  勲
 さ
ん
（
　
歳
）

い
さ
お

７０

　
昭
和
　
年
富
良
野
市
議
会
議
員
に

５４

当
選
し
、
7
期
　
年
の
永
き
に
わ
た

２７

り
本
市
の
自
治
振
興
に
尽
力
。
そ
の

間
、
平
成
　
年
か
ら
4
年
間
、
副
議

１１

長
と
し
て
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め

る
な
ど
、
市
政
発
展
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

藤
野
  昭
治
 さ
ん
（
　
歳
）

し
ょ
う
じ

７８

　
昭
和
　
年
富
良
野
市
農
業
委
員
会

５７

委
員
に
当
選
し
、　

期
　
年
の
永
き

１０

３０

に
わ
た
り
農
業
委
員
と
し
て
尽
力
。

そ
の
間
、
同
委
員
会
会
長
、
北
海
道

農
業
会
議
会
長
、
全
国
農
業
会
議
所

理
事
を
歴
任
す
る
な
ど
、
本
市
農
業

の
振
興
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

菅
原
  等
 さ
ん
（
　
歳
）

ひ
と
し

８４

　
昭
和
　
年
富
良
野
地
区
森
林
組
合

５２

理
事
に
就
任
し
、
代
表
理
事
組
合
長
、

北
海
道
造
林
協
会
上
川
支
部
副
支
部

長
等
を
歴
任
。
こ
の
間
、
同
組
合
の

経
営
改
革
、
地
元
木
材
の
有
効
活
用

へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
本
市
の
林
業

振
興
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 特
別
功
労
者
表
彰
 

高
田
  忠
尚
 さ
ん
（
　
歳
）

た
だ
な
お

７２

　
平
成
６
年
4
月
富
良
野
市
長
に
当

選
以
来
、
3
期
　
年
の
永
き
に
わ
た

１２

り
市
政
を
担
い
、「
市
民
が
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
、
住
民
福
祉
の
向
上

に
尽
力
す
る
な
ど
、
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 中
元
   優
 さ
ん
（
　
歳
）

な
か
も
と
 
ま
さ
る

７７

　
昭
和
　
年
4
月
富
良
野
市
議
会
議

５４

員
に
当
選
以
来
、
7
期
　
年
の
永
き

２８

に
わ
た
り
本
市
の
自
治
振
興
に
尽
力
。

そ
の
間
、
平
成
7
年
か
ら
4
年
間
副

議
長
、
平
成
　
年
か
ら
8
年
間
議
長

１１

と
し
て
、
広
い
知
識
と
豊
富
な
経
験

に
よ
り
、
公
平
公
正
な
議
会
運
営
と

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
に
努

め
ら
れ
、
市
政
発
展
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

 赤
塚
  

あ
か
つ
か

 健
 さ
ん
（
　
歳
）

け
ん

８９

　
昭
和
　
年
4
月
富
良
野
市
社
会
福

６０

祉
協
議
会
の
評
議
員
に
就
任
し
、
理 市

制
施
行

周
年
記

市
制
施
行
　
周
年
記
念念

5050

表
彰
受
賞

　
　
　
　
　
　
表
彰
受
賞
者者
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 仲
世
古
  

な
か
せ
こ

 善
雄
 さ
ん
（
　
歳
）

よ
し
お

７３

　
富
良
野
商
工
会
議
所
常
議
員
、
富

良
野
塾
理
事
長
、
保
護
司
、
富
良
野

市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
、
富
良
野

あ
さ
ひ
郷
理
事
長
な
ど
多
く
の
要
職

を
永
き
に
わ
た
り
歴
任
。
本
市
の
産

業
経
済
の
振
興
発
展
及
び
福
祉
の
向

上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 日
下
  

く
さ
か

 博
行
 さ
ん
（
　
歳
）

ひ
ろ
ゆ
き

７８

　
昭
和
　
年
富
良
野
商
工
会
議
所
役

５７

員
に
就
任
し
、
常
議
員
、
副
会
頭
、

名
誉
議
員
を
歴
任
。
ま
た
、
平
成
　１７

年
か
ら
は
富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ

ン
タ
ー
運
営
協
議
会
副
会
長
、
会
長

を
歴
任
し
、
本
市
の
地
域
経
済
の
振

興
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

西
川
  惠
一
 さ
ん
（
　
歳
）

け
い
い
ち

７６

　
平
成
　
年
 エ
ク
ゥ
エ
ー
ト
富
良

１２

野
理
事
長
に
就
任
し
、
障
が
い
者
の

社
会
参
加
支
援
に
尽
力
。
ま
た
、
平

成
　
年
富
良
野
商
工
会
議
所
常
議
員

１６
に
就
任
し
、
副
会
頭
を
歴
任
す
る
な

ど
、
本
市
の
福
祉
向
上
及
び
産
業
経

済
の
振
興
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

齊
藤
  亮
三
 さ
ん
（
　
歳
）

り
ょ
う
ぞ
う

６９

　
平
成
8
年
富
良
野
市
教
育
委
員
会

委
員
に
就
任
し
、
3
期
　
年
の
永
き

１２

に
わ
た
り
本
市
の
教
育
振
興
に
尽
力
。

こ
の
間
、
委
員
長
を
歴
任
し
、
特
別

支
援
教
育
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
に

取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、
教
育
行
政
の

諸
課
題
解
決
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

児
島
  應
龍
 さ
ん
（
　
歳
）

お
う
り
ゅ
う

６８

　
平
成
　
年
富
良
野
市
教
育
委
員
会

１０

委
員
に
就
任
し
、
4
期
　
年
の
永
き

１６

に
わ
た
り
本
市
の
教
育
振
興
に
尽
力
。

こ
の
間
、
委
員
長
を
歴
任
し
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
教
育
の
推
進
に
取

り
組
ま
れ
る
な
ど
、
教
育
行
政
の
諸

課
題
解
決
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

黒
田
  耕
男
 さ
ん
（
　
歳
）

す
き
お

８４

　
平
成
6
年
富
良
野
市
社
会
福
祉
協

議
会
役
員
に
就
任
し
、
同
会
長
、
顧

問
を
歴
任
。
こ
の
間
、
通
所
介
護
事

業
や
訪
問
介
護
事
業
に
取
り
組
ま
れ

る
な
ど
、
本
市
の
地
域
福
祉
の
向
上

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 有
澤
  

あ
り
さ
わ

 浩
 さ
ん
（
　
歳
）

ひ
ろ
し

７９

　
平
成
　
年
富
良
野
市
社
会
福
祉
協

１６

議
会
副
会
長
に
就
任
し
、
地
域
の
福

祉
向
上
及
び
介
護
保
険
事
業
の
推
進

に
尽
力
。
ま
た
、
永
き
に
わ
た
り
自

然
保
護
教
育
、
森
林
育
成
の
指
導
に

尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
本
市
の
福
祉
向

上
及
び
環
境
保
全
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

原
田
  武
 さ
ん
（
　
歳
）

た
け
し

７６

　
平
成
6
年
よ
り
保
護
司
と
し
て
更

生
保
護
に
従
事
し
、
富
良
野
地
区
保

護
司
会
会
長
、
富
良
野
市
社
会
福
祉

協
議
会
理
事
、
北
海
へ
そ
踊
り
保
存

会
会
長
、
富
良
野
文
化
協
会
会
長
な

ど
多
く
の
要
職
を
歴
任
。
幅
広
い
分

野
に
わ
た
り
、
本
市
の
地
域
振
興
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

高
﨑
  節
子
 さ
ん
（
　
歳
）　

せ
つ
こ

７５

　
平
成
3
年
富
良
野
中
央
婦
人
会
役

員
に
就
任
し
、
同
会
長
、
富
良
野
市

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
会
長
な
ど
を

歴
任
し
、
女
性
の
社
会
参
加
と
地
位

向
上
の
た
め
に
尽
力
。
昭
和
　
年
か

５５

ら
富
良
野
市
民
生
児
童
委
員
と
し
て

本
市
の
福
祉
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　富
良
野
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
 （
昭
和
　
年
設
立
）

３６

　
永
き
に
わ
た
り
、
募
金
活
動
、
福

祉
施
設
な
ど
へ
の
備
品
寄
贈
、
青
少

年
の
健
全
育
成
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
む
な
ど
、
活
発
な
活
動
を
展
開

し
、
本
市
の
社
会
奉
仕
活
動
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

富
良
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
 （
昭
和
　
年
設
立
）

３７

　
永
き
に
わ
た
り
献
血
運
動
、
環
境

保
全
・
緑
化
推
進
活
動
、
青
少
年
の

健
全
育
成
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
取

り
組
む
な
ど
、
活
発
な
活
動
を
展
開

し
、
本
市
の
社
会
奉
仕
活
動
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

 一
般
功
労
者
表
彰
 

【
自
治
功
労
】

・
 三
原
  

み
は
ら

 文
雄
 さ
ん
（
　
歳
）

ふ
み
お

８５

・
長
坂
  義
光
 さ
ん
（
　
歳
）

よ
し
み
つ

８２

・
山
田
  明
 さ
ん
（
　
歳
）

あ
き
ら

７８

・
 舘
  

た
ち

 和
男
 さ
ん
（
　
歳
）

か
ず
お

７０

・
佐
藤
  武
夫
 さ
ん
（
　
歳
）

た
け
お

７７

・
平
尾
  安
雄
 さ
ん
（
　
歳
）

や
す
お

８１

・
 窪
田
  

く
ぼ
た

 實
 さ
ん
（
　
歳
）

み
の
る

７６

【
産
業
経
済
功
労
】

・
 段
  

だ
ん

 省
治
 さ
ん
（
　
歳
）

し
ょ
う
じ

７９

・
佐
藤
  信
雄
 さ
ん
（
　
歳
）

の
ぶ
お

７７

・
渡
邊
  定
雄
 さ
ん
（
　
歳
）

さ
だ
お

７９

・
 乙
部
  

お
と
べ

 勉
 さ
ん
（
　
歳
）

つ
と
む

７７

・
藤
田
  史
朗
 さ
ん
（
　
歳
）

し
ろ
う

７９

・
小
林
  光
雄
 さ
ん
（
　
歳
）

み
つ
お

７８

【
保
健
医
療
功
労
】

・
 小
山
内
   

お
さ
な
い

 裕
昭
 さ
ん
（
　
歳
）

ひ
ろ
あ
き

６１

・
 角
谷
  

か
く
や

 不
二
雄
 さ
ん
（
　
歳
）

ふ
じ
お

５６

・
名
取
  俊
介
 さ
ん
（
　
歳
）

し
ゅ
ん
す
け

５４

【
教
育
文
化
功
労
】

・
篠
田
  信
子
 さ
ん
（
　
歳
）

の
ぶ
こ

６７

【
教
育
体
育
功
労
】

・
 南
部
  

な
ん
ぶ

 榮
一
 さ
ん
（
　
歳
）

え
い
い
ち

７４

 感
謝
状
 

・
野
村
  昌
巳
 さ
ん
（
　
歳
）

ま
さ
み

７９

・
木
村
  哲
 さ
ん
（
　
歳
）

さ
と
し

７５

・
奈
良
  定
雄
 さ
ん
（
　
歳
）

さ
だ
お

７０

・
國
枝
  喜
正
 さ
ん
（
　
歳
）

よ
し
ま
さ

６５

・
富
良
野
山
岳
会
（
昭
和
2
年
設
立
）

・
富
良
野
地
区
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル

　
赤
十
字
奉
仕
団
（
昭
和
　
年
設
立
）

３９

・（
一
社
）
北
海
道
猟
友
会
富
良
野
支

　
部
富
良
野
部
会
（
昭
和
　
年
設
立
）

４１

・
山
部
獅
子
舞
保
存
会

　
　
　
　
　
 （
昭
和
　
年
設
立
）

３５

・
富
良
野
獅
子
舞
保
存
会

　
　
　
　
　
 （
昭
和
　
年
設
立
）

４３

・
コ
ー
ル
・
フ
ラ
ヌ
イ

　
　
　
　
　
 （
昭
和
　
年
設
立
）

４７

・
富
良
野
 彌
榮
 太
鼓
保
存
会

い
や
さ
か

　
　
　
　
　
 （
昭
和
　
年
設
立
）

４８

・
富
良
野
蒸
気
機
関
車
保
存
会
　

　
　
　
　
　
 （
昭
和
　
年
設
立
）

５０

・
北
海
へ
そ
踊
り
保
存
会

　
　
　
　
　
 （
昭
和
　
年
設
立
）

５４

・
北
海
へ
そ
神
輿
会

　
　
　
　
　
 （
昭
和
　
年
設
立
）

６３

・
ひ
ま
わ
り
会
（
昭
和
　
年
設
立
）

３７

・
弥
生
会
（
昭
和
　
年
設
立
）

４９

・
一
位
乃
会
（
昭
和
　
年
設
立
）

５４

・
手
話
サ
ー
ク
ル
ひ
と
み

　
　
　
　
　
 （
昭
和
　
年
設
立
）

５４

・
あ
け
ぼ
の
会
（
昭
和
　
年
設
立
）

５４

・
た
ん
ぽ
ぽ
の
会

　
　
　
　
　
 （
昭
和
　
年
設
立
）

５６

市制５０年の歩み
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光地域医療の
local medical care   ray of hope ―

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

―
 地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
 ――
 

生生
命命
とと

健健
康康
をを

守守
るる

ま
ち
の
お
医
者
さ

　
ま
ち
の
お
医
者
さ
んん
（（
最
終
回
）

最
終
回
）

　
平
成
　
年
に
地
域
セ
ン
タ
ー
病

１９

院
で
あ
る
富
良
野
協
会
病
院
へ
赴

任
し
て
き
た
羽
根
田
俊
院
長
。「
富

良
野
に
来
て
か
ら
す
ぐ
に
、
協
会

病
院
が
新
し
い
場
所
へ
移
転
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
自
衛
隊
に
も
協

力
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
患
者
さ

ん
を
輸
送
し
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ

大
変
で
し
た
」
と
赴
任
し
て
き
た

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
高
校
３
年
生
の
と
き
に
、
大
学

で
物
理
を
学
ぶ
か
、
医
療
を
学
ぶ

か
迷
い
な
が
ら
、
最
終
的
に
医
学

の
道
を
選
択
し
た
と
い
う
羽
根
田

院
長
は
、
北
海
道
大
学
医
学
部
を

卒
業
後
に
札
幌
市
内
の
病
院
に
就

職
。
半
年
後
に
は
、
縁
が
あ
っ
て

旭
川
医
科
大
学
病
院
の
内
科
医
と

し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。「
旭
川
医
大
に
い
た
と
き
か
ら
、

富
良
野
の
救
急
夜
間
診
療
所
に
当

直
医
と
し
て
来
た
り
、
ス
キ
ー
を

滑
り
に
職
場
の
仲
間
た
ち
と
旅
行

に
来
て
い
た
の
で
、
今
思
う
と
何

と
な
く
で
す
が
、
富
良
野
に
戻
っ

て
き
た
と
い
う
感
覚
で
す
」
と
話

す
羽
根
田
院
長
。
病
棟
医
長
や
医

局
長
な
ど
を
歴
任
し
、　

歳
の
と

３７

き
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
研
究
施
設

に
２
年
間
留
学
。　

歳
半
ば
で
助

４０

教
授
を
勤
め
、　

歳
に
な
っ
た
と

５０

き
に
根
室
市
の
市
立
病
院
の
院
長

を
経
て
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　
富
良
野
圏
域
の
地
域
セ
ン
タ
ー

病
院
と
し
て
、
地
域
医
療
を
担
う

富
良
野
協
会
病
院
の
常
勤
医
は
少

な
い
状
況
が
あ
る
も
の
の
、「
医
師

の
確
保
に
向
け
、
沿
線
の
首
長
が

旭
川
医
科
大
学
へ
積
極
的
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
く
れ
て
い
ま
す
」
と

行
政
の
力
強
い
支
援
を
感
じ
て
い

ま
す
。　

　
ま
た
、
研
修
医
が
富
良
野
市
医

師
養
成
確
保
修
学
資
金
貸
付
制
度

を
利
用
し
て
勤
務
す
る
な
ど
、
医

師
を
め
ざ
す
学
生
た
ち
の
実
習
も

積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

「
富
良
野
の
良
さ
を
も
っ
と
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
け
ば
、
若
い
医
師

も
富
良
野
で
働
い
て
み
た
い
と
思

う
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
徐
々
に
実
を

結
ん
で
い
く
の
で
、
地
域
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら

良
い
で
す
」
と
話
す
羽
根
田
院
長
。

「
若
い
人
た
ち
の
パ
ワ
ー
を
た
く

さ
ん
も
ら
う
た
め
に
も
、
研
修
医

に
は
２
、
３
年
後
、
富
良
野
に
戻
っ

て
き
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
富
良

野
の
良
さ
を
仲
間
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
た
く
さ
ん
連
れ
て
き
て
ほ
し
い

で
す
ね
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
他
の
町
で
は
医
師
が
ど

ん
ど
ん
減
っ
て
い
る
状
況
で
当
直

も
で
き
ず
、
さ
ら
に
救
急
車
の
受

入
も
で
き
な
い
病
院
が
あ
る
中
で
、

２
次
救
急
医
療
を
担
う
協
会
病
院

で
は
、
開
業
医
が
当
直
医
と
し
て

協
力
。
行
政
と
医
師
会
、
地
域
セ

ン
タ
ー
病
院
が
上
手
く
連
携
し
て

い
る
の
は
、
他
の
地
域
に
は
な
い

く
ら
い
に
、
全
員
が
力
を
合
わ
せ

て
地
域
医
療
を
支
え
て
い
ま
す
。

　「
こ
れ
か
ら
は
病
院
と
し
て
、
出

▲社会福祉法人北海道社会事業協会 富良野協会病院

住　　所　住吉町１-３０ / 病床 255床

診療科目　内科、総合内科、循環器内科、消化器内
　　　　　科、呼吸器内科、神経内科、小児科、外
　　　　　科、心臓血管外科、整形外科、産婦人科、
　　　　　耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、泌尿器科、
　　　　　看護専門外来

富
良
野
協
会
病
院

羽
根
田

俊

院
長

は

ね

だ

た
か
し

前
講
座
な
ど
を
開
催
し
な
が
ら
、

み
な
さ
ん
に
病
院
の
こ
と
や
医
療

に
つ
い
て
、
も
っ
と
知
っ
て
も
ら

う
機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と

話
す
羽
根
田
院
長
。「
常
勤
医
師
不

足
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
医
師
の

確
保
に
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
患

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
常
勤
医
が
い

な
い
と
、
医
師
に
と
っ
て
も
初
め

て
の
患
者
と
な
る
の
で
、
診
察
時

間
も
か
か
り
、
薬
の
選
択
も
難
し

く
な
り
ま
す
」
と
常
勤
医
確
保
の

重
要
性
を
話
し
ま
す
。

　「
小
児
の
リ
ハ
ビ
リ
を
は
じ
め
、

い
ろ
い
ろ
な
医
療
の
分
野
で
研
修

医
た
ち
が
学
び
た
い
と
思
う
病
院

に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」

と
富
良
野
圏
域
の
地
域
セ
ン
タ
ー

病
院
と
し
て
、
さ
ら
に
医
療
体
制

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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富良野地域の医療を支える

研修医（２年目）

 阿  部  
あ べ

 紀  之  さん
のり ゆき

　　旭川医科大学卒

　　富良野市緑町出身

　虚卓球、スキー

　許中学校卒業まで富良野に
　住んでいましたので、一緒
　に遊んだ友だちと、久しぶ
　りに会いたいです。

研修医（２年目）

 菊  地  
きく ち

 大  樹  さん
だい き

　　旭川医科大学卒

　　北海道札幌市出身

　虚読書・ラグビー

�許高校卒業以来、スキーを
　していないので、一度も行
　ったことのない富良野スキ
　ー場で滑ってみたいです。

研修医（１年目）

 山  谷  
やま や

 修  一  さん
しゅう いち

　　旭川医科大学卒

　　富良野市学田三区出身

　虚居合道

　許中学２年生まで富良野に
　住んでいましたが、行った
　ことのないお店もあるので、
　行って食を堪能したいです。

協協会会病病院院のの新新ししいい先先生生ををごご紹紹介介ししまますす

　　住吉町１‐３０　富良野協会病院　拶２３‐２１８１

外　科

 鈴  木  
すず き

 達  也  さん
たつ や

　　旭川医科大学卒

　　愛知県豊川市出身

　虚音楽鑑賞　

　許富良野の景色を眺めなが
　ら、自然の中で運動したい
　です。

小  児  科

 松  尾  
まつ お

 公  美  浩  さん
く み ひろ

　　旭川医科大学卒

　　埼玉県北本市出身

　虚ドライブ

　許鳥沼公園や東京大学樹木
　園をゆっくり自然散策して
　みたいです。

整形外科

 二  田  水  
に た みず

 千 
せん

 里  さん
り

　　旭川医科大学卒

　　福岡県福岡市出身

　虚国内旅行

　許ウィンタースポーツ全般。
　特に、スノーボードにチャ
　レンジしたいです。

≪虚趣味、許富良野でやってみたいこと≫

富良野市医師養成確保
修学資金貸付制度利用

富良野市医師養成確保修学資金貸付制度

地域医療を担う医師の養成及び確保を図り、市民への安定的な医療提供体制を

確立するため、旭川医科大学の医学生を対象に、就学に必要な資金を貸し付け

しています。くわしくは、問い合わせください。　　鰹問 保健医療課　拶３９‐２２００
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う
れ
し
く
、
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
山
部
地
区
で
の
「
西
ア
フ

リ
カ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ

の
参
画
で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

富
良
野
市
を
拠
点
に
西
ア
フ
リ
カ
の
野

球
選
手
を
支
援
し
て
い
る
ブ
ル
キ
ナ

　
作
物
の
育
成
に
は
、
土
地
の
成
分
が
密

接
に
関
わ
り
ま
す
。
種
ま
き
前
の
事
前

チ
ェ
ッ
ク
は
と
て
も
重
要
で
、
予
定
農
地

の
数
カ
所
で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
同
じ

敷
地
内
で
も
、
P
H
の
数
値
は
さ
ま
ざ
ま

で
統
一
性
が
あ
り
ま
せ
ん
。
地
形
や
風
向

き
、
諸
条
件
で
差
が
出
る
よ
う
で
す
。
座

学
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
（
役
割
演
技
）

で
は
気
づ
か
な
い
こ
と
が
現
場
で
は

次
々
と
起
こ
り
ま
す
。

　
畑
で
は
雪
が
あ
れ
ば
寒
く
、
ぬ
か
る
ん

で
い
て
歩
く
の
も
や
っ
と
で
し
た
。
作
業

後
は
、
膝
は
ガ
ク
ガ
ク
、
腰
も
痛
く
な
り

ま
し
た
。
で
も
、
陽
ざ
し
の
暖
か
さ
を
嬉

し
く
思
い
、
ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
の
う

ま
さ
を
知
り
、
静
寂
の
あ
り
が
た
さ
が
身

に
染
む
と
い
っ
た
こ
と
が
素
直
に
感
じ

ら
れ
る
効
果
も
あ
る
よ
う
で
す
。や
は
り
、

大
地
に
は
何
か
し
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
。

フ
ァ
ソ
野
球
を
応
援
す
る
会
が
取
り
組

ん
で
い
る
も
の
で
、
今
年
は
西
ア
フ
リ
カ

の
国
々
か
ら
選
抜
チ
ー
ム
を
日
本
に
招

き
、
６
月
末
か
ら
全
国
で
親
善
試
合
や
地

域
交
流
を
行
う
と
い
う
初
め
て
の
試
み

に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
山
部
地
区
は
、
こ
の
西
ア
フ
リ
カ
選
抜

チ
ー
ム
の
最
初
の
合
宿
地
と
し
て
名
乗

り
を
あ
げ
、約
２
週
間
の
滞
在
期
間
中
に
、

選
手
た
ち
と
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
行
う

予
定
で
す
。
中
で
も
注
目
し
て
欲
し
い
の

は
、
選
手
た
ち
が
山
部
の
農
作
業
を
手
伝

い
な
が
ら
練
習
を
行
う
点
で
す
。
農
作
業

を
手
伝
う
こ
と
で
地
域
に
貢
献
し
、
そ
こ

か
ら
得
た
信
頼
を
自
分
た
ち
の
夢
（
彼
ら

は
プ
ロ
野
球
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
）
を
日

本
で
応
援
し
て
も
ら
う
た
め
の
土
台
と

す
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
期
間
中
に
は
富

良
野
市
選
抜
チ
ー
ム
と
の
親
善
試
合
も

行
う
予
定
で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

山
部
地
区
の
取
り
組
み
に
ぜ
ひ
み
な
さ

ん
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
（
選
手
た
ち
の

活
動
を
支
援
す
る
グ
ッ
ズ
販
売
を
随
所

で
行
い
ま
す
）。

山山 部部

中山昌中山 昌樹樹さんさん

　
　
　
　
　
山
部
担
当
の
中
山
で
す
。
長

　
　
　
　
い
雪
の
季
節
が
終
わ
り
、
よ
う

や
く
春
が
訪
れ
て
き
ま
し
た
ね
。
富
良
野

で
は
農
作
業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
せ

い
か
、
会
う
人
会
う
人
み
ん
な
明
る
く
て

元
気
な
気
が
し
ま
す
。
協
力
隊
と
し
て
も

今
年
度
は
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
一
つ
目
は
、
市
が
行
う
「
森
林
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
推
進
事
業
」
で
ガ
イ
ド
役
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
、
自
然
環
境
に
く
わ
し
い
人
た
ち
や
教

育
関
係
者
か
ら
な
る
森
林
ガ
イ
ド
の
み

な
さ
ん
と
と
も
に
、
実
際
の
フ
ィ
ー
ル
ド

で
子
ど
も
た
ち
へ
の
森
林
学
習
に
携
わ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
私
自
身
は
自
然

環
境
や
樹
木
に
つ
い
て
、
ま
っ
た
く
の
素

人
で
す
が
、
富
良
野
の
自
然
に
魅
せ
ら
れ

て
移
住
し
て
き
た
一
人
と
し
て
非
常
に

東東 山山

笠原伸笠原 伸介介さんさん

　
　
　
　
　
東
山
地
域
の
特
性
を
知
る

　
　
　
　
べ
く
、
み
な
さ
ん
の
ご
指
導
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
初
め
て
の
農
作
業

「
P
H
測
定
／
ペ
ー
ハ
ー
測
定
」
を
体
験

し
ま
し
た
。

▲森林学習プログラム推進事業「第１回ガイドの集い」

▲畑のＰＨチェック
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地域おこし協力隊!地域おこし協力隊!!!

 地
域
お
こ

地
域
お
こ
しし

協
力
隊
通

 　
協
力
隊
通
信信
隠隠

フェイスブックで情報
発信をしています

富良野市地域おこし協力隊

検  索 角フェイスブックを
　チェック！
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良野に

移る

富
富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富
良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良
野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野

　
　
　
富
良
野
はははははははははははははははははははははははははははははははははは

心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心
豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ににににににににににににににににににににににににににににににににに
暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮
ららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
ままままままままままままままままままままままままままままままままま

　
　
　
　
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち

　
　
　
　

 宮
  里
  

み
や
 
ざ
と

 裕
  己
 さ
ん

ゆ
う
 
き

－

有
限
会
社
共
済
農
場
ス
タ
ッ
フ
 

－

　
麓
郷
の
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ッ
プ

で
親
し
ま
れ
て
い
る
㈲
共
済
農
場
の

ジ
ャ
ム
工
房
で
働
く
宮
里
裕
己
さ
ん

は
、
埼
玉
県
川
越
市
出
身
の
　
歳
。
昨

３３

年
２
月
に
富
良
野
に
移
住
し
て
き
ま

し
た
。

　
学
生
時
代
は
、
子
ど
も
の
と
き
に
祖

母
が
病
気
で
倒
れ
た
経
験
か
ら
、
県
内

の
大
学
で
社
会
福
祉
学
を
学
び
、
卒
業

後
は
、学
生
時
代
の
バ
イ
ト
先
の
縁
で
、

東
京
都
内
の
食
品
卸
売
会
社
に
就
職
。

そ
の
後
、
大
学
で
学
ん
だ
知
識
を
、
看

護
師
を
め
ざ
す
人
た
ち
の
た
め
に
役

立
て
よ
う
と
、
心
機
一
転
、
医
療
大
学

の
事
務
員
と
し
て
、
学
生
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
麓
郷
の
共
済
農
場

が
、「
み
ん
な
で
支
え
合
い
、
心
を
豊

か
に
活
動
し
て
い
る
」
こ
と
を
知
っ
た

宮
里
さ
ん
は
、「
真
の
豊
か
さ
は
経
済

的
な
豊
か
さ
で
は
な
く
、
心
の
豊
か

さ
」
だ
と
気
づ
き
、　

歳
の
と
き
に
富

３１

良
野
に
移
住
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま

す
。
そ
ん
な
想
い
を
友
人
に
話
す
と
、

見
知
ら
ぬ
地
で
１
人
で
生
活
し
て
い

く
「
孤
独
さ
」
を
脅
か
さ
れ
、
焦
っ
た

宮
里
さ
ん
。
一
緒
に
富
良
野
で
住
ん
で

も
ら
お
う
と
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
一
緒
に
活
動
し
、
密
か

に
思
い
を
寄
せ
て
い
た
札
幌
在
住
の

恭
子
さ
ん
に
猛
ア
タ
ッ
ク
。
見
事
に
恭

子
さ
ん
の
心
を
射
止
め
ま
す
。
こ
う
し

て
宮
里
さ
ん
が
富
良
野
に
移
住
し
て

す
ぐ
に
、
恭
子
さ
ん
を
麓
郷
に
呼
び
寄

せ
、
昨
年
９
月
に
結
婚
し
ま
し
た
。

　
富
良
野
で
の
生
活
に
つ
い
て
宮
里

人
良野に

移る

富

さ
ん
は
「
空
気
が
澄
ん
で
い
て
、
目
で

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
間
の
流
れ

が
と
て
も
心
地
良
い
で
す
。
都
会
で
は

ま
っ
た
く
感
じ
ら
れ
な
い
雰
囲
気
が

あ
り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
共
済
農
場

で
は
、
飲
食
店
勤
務
の
経
験
が
か
わ
れ

て
、
ジ
ャ
ム
工
房
の
レ
シ
ピ
開
発
に
抜

擢
さ
れ
た
宮
里
さ
ん
。
富
良
野
ジ
ャ
ム

を
活
か
し
た
ス
イ
ー
ツ
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
世
界
最
古
の
ケ
ー
キ
レ
シ
ピ

「
リ
ン
ツ
ァ
ー
ト
ル
テ
」
に
挑
戦
し
ま

し
た
。食
べ
る
人
の
健
康
に
配
慮
し
て
、

安
心
安
全
な
地
場
の
食
材
を
使
っ
た

レ
シ
ピ
づ
く
り
に
奔
走
し
、
幾
度
と
な

く
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
結
果
、
今
年
よ

う
や
く
商
品
化
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し

た
。
４
月
　
日
か
ら
店
頭
販
売
を
開
始

２３

し
、
こ
れ
か
ら
の
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
に
向

け
て
準
備
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
に
つ
い
て
宮
里
さ
ん
は
「
８
月

末
に
第
１
子
が
生
ま
れ
る
の
で
、
子
ど

も
が
無
事
に
産
ま
れ
て
、
富
良
野
の
自

然
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
育
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
、
に
こ

や
か
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。▲宮里さんが開発したリンツァートル

テ。富良野ジャムをふんだんに使い、白
砂糖の代わりにミネラル豊富な砂糖と
富良野産小麦を使用した無添加レシピ
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婚
姻
届
が
新
し
く
な
り
ま
し

な
り
ま
し
たた

　
お
二
人
の
絆
と

　
　
富
良
野
市
の
縁
が

　
　
　
よ
り
一
層
、
深
ま
り
ま
す
よ
う
に
…

　
　
こ
の
よ
う
な
願
い
を
込
め
て
作
成
し
ま
し
た
。

▼ワインレッド（上）とピンク（下）の婚姻届

▼記念用婚姻届

　
こ
れ
ま
で
は
、
茶
色
の
婚
姻
届
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
４

月
か
ら
「
ピ
ン
ク
」
と
「
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
」
の
明
る
い
色
調
の

２
種
類
の
婚
姻
届
を
作
成
し
、
ど
ち
ら
か
お
好
み
の
届
出
用
紙

を
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
婚
姻
届
を
提
出
し
て

し
ま
う
と
、
手
元
に
控
え
が
残
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
保
管
記

念
用
と
し
て
お
互
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
記
念
写
真
を
貼
る
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
た「
記
念
用
婚
姻
届
」
も
２
種
類
作
成
し
ま
し
た
。

　
婚
姻
届
と
記
念
用
婚
姻
届
は
、
市
民
課
及
び
山
部
・
東
山
支

所
の
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

鰹問 
市
民
課
　
拶
３
９
‐
２
３
０
１

　いざというときに備えて、公共施設にＡＥＤを設置しています。
病気や不意の事故などで、心臓発作を起こして倒れた人にＡＥＤ

（自動体外式除細動器）を使用することにより、その人の命が助
かる可能性は飛躍的に高まります。また、富良野消防署では、Ａ
ＥＤの使用方法などの救急講習を実施しています。日ごろから、
ＡＥＤの設置場所を把握しておくとともに、使用方法や知識など
を身に着けておきましょう。

　ＡＥＤの使い方を学びましょう　

　ＡＥＤは、電源を入れ指示に従うだけで
使用できますが、適切に使用するために救
急講習を受講し、必要な知識などを身に着
けておきましょう。職場やサークルなどの
集まりに、消防署職員が訪問・指導します
ので、くわしくは問い合わせください。

鰹問 富良野消防署　拶２３‐５１１９

ＡＥＤを設置している公共施設

市役所　　　　　　 弥生町１番１号

文化会館　　　　　 弥生町１番２号

保健センター　　　 弥生町１番３号

看護専門学校　　　 弥生町５番１号

図書館　　　　　　 若松町５番１０号

虹いろ保育所　　　 幸町８番２５号

ふれあいセンター　 春日町１２番５号

ぶどう果樹研究所　 清水山

山部支所　　　　　 山部東町７番３１号

生涯学習センター　 山部東21線12番地

東山支所　　　　　 東山5047番地

小学校・中学校　　 全１３校

日日ごごろろかからら設設置置場場所所をを把把握握しし
いいざざとといいううととききにに備備ええてて救救急急講講習習をを受受講講ししままししょょうう

ＡＥＤで救える大切な があります

スポーツセンター、ふ
らっと、ホテルなどに
もＡＥＤが設置されて
います。設置施設はス
テッカーが目印です。

樺▼

ＡＥＤ

命命
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　中富良野　

ファーム富田　ドライフラワーの舎
　ファーム富田園内の「ドライフラワーの
舎」が、春をテーマとしたピンク系統のアレ
ンジをほどこした華やかな店内にリニュー
アル！彩りはじめた春のお花畑と合わせて
ぜひお楽しみください。
営業時間  ５月・６月・９月　午前８時３０分～午後５時
　　　　 　７月・８月　午前８時３０分～午後６時
※上記以外の期間は問い合わせください。　

鰹問 ファーム富田　拶３９‐３９３９

　南富良野　

かなやま湖森林公園
　かなやま湖森林公園ではゴーカートやテ
ニスで汗を流したり、隣接する鹿の沢川上流
公園にある遊具で遊んだりと家族で楽しむ
ことができます。ゴーカートとテニスコート
を利用する場合は事前に問い合わせください。

利用期間（予定）　
　５月３日～９月末までの土・日曜日、祝日
　７月中旬～８月中旬は毎日営業

鰹問 かなやま湖保養センター　拶５２‐２２２３

　占冠　

トマムリゾートの波の出るプール

ミナミナビーチ
　常夏の水の楽園「ミナミナビーチ」。「ミナ」
はアイヌ語で「笑顔」を意味し、「ミナミナ」
という名前には「家族がにこにこ笑顔になれ
るビーチに」というメッセージが込められて
います。アクティブに楽しんだり、ゆったり
と過ごす癒しの空間として、思い出に残るリ
ゾートステイをお過ごしください。

鰹問 星野リゾート トマム　拶５８‐１１１１

　上富良野　

第３８回大雪山国立公園十勝岳山開き
　道内はもとより、道外からも多くの登山者
が訪れる十勝岳連峰。６月１９日の山開きには
登山指導として山岳会員と山岳救助隊が同
行します。コースも７時間コースから２時間
コースまでの４つを用意。参加者には記念
バッジと温泉無料入浴券をプレゼントします。

日　時　６月１９日鰹日 　午前７時　

申込み／問合せ　※事前申し込みが必要です。

　かみふらの十勝岳観光協会　拶４５‐３１５０

ちょっくら

となりまち

今月のテーマ

夏を先取る　　
観光スポット

ふらのワインの

  ひみつ
このコーナーでは、ふらのワインに関するさまざまな情報を提供していきます

　　今月のテーマは…

　　ワインと料理のマリアージュについて

ふらのワインふらのワインををおいしく飲むコおいしく飲むコツツ許許

マリアージュってどういう意味？
　「マリアージュ」とは、フランス語で結婚を意味します。

ワインの世界では、ワインと料理が口の中で違和感なく調和

し、さらに美味しく感じた時の相性を表す言葉として「マリ

アージュ」がよく使われています。

どうすればマリアージュの良さが分かるの？
　昔は、「肉には赤ワイン、魚には白ワインが合う」と言わ

れていました。しかし、部分的には正しいですが、それだけ

ではありません。肉でも焼き鳥を塩・胡椒したものは、冷え

た白ワインの方が相性は良く、また、魚でもウナギのかば焼

きはしっかりとした赤ワインの方が相性は良いと言えます。

この他にも、食材や調理方法によって、さまざまなマリアー

ジュが考えられます。

簡単なマリアージュを紹介します！
　今回は、旬の食材でマリアージュを考えてみましょう。

　まず、「グリーンアスパラガス」。アスパラのみずみずしさ

と優しい甘さが、「ミュラー・

トゥルガウ」の爽やかな風味

と大変良いマリアージュ。ド

イツではとても有名な組み合

わせです。アスパラの調理方

法は、濃い味付けでなければ、

焼いても 茹 でても良く、どん
ゆ

な料理でもミュラー・トゥル

ガウとの相性は抜群です。

　もう一つ紹介する食材

は「山菜」です。山菜の

持つ酸味や苦味、渋味な

ど複雑な味わいが、「バレ

ルふらの白」が持つ酸味、

果実味、樽の風味などと

複雑味のあるマリアー

ジュを完成させます。山

菜の代表的な調理方法は、和え物や天ぷらです。実際に、和

食料理店やお寿司屋さんでは、バレルふらの白の利用が多い

です。

栢

栢

栢

栢

茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅

茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅茅

茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅

茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅
茅

メイドインフラノ事業　

春のアスパラ祭り

日　時　５月１４日鰹土 　
　　　　午前１０時～午後２時

場　所　ふらっと前リバーモール

内　容　アスパラのオリジナル料理の提供や、
　　　　アスパラを販売します。ふらのワイ
　　　　ンコーナーも設置しますので、マリ
　　　　アージュをお楽しみください。
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◆開館時間　
　火～金　
　午前１０時～午後６時
　土・日　
　午前９時～午後５時

◆５月の休館日
　毎週月曜日

　３日鰹火 ・４日鰹水 

　５日鰹木 ・２７日鰹金  

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

注目の本！

　安全に、快適に、健康に、山歩
きを始めよう！ 準備からプラン
ニング、安全対策まで、山を歩く
ためのハウツーを中心に、山を楽
しむためのアイデアを紹介。おい
しい山ごはんレシピ、レベル別お
すすめの山も収録。

ゆっくり
　たのしむ山歩き  
　　はじめてでも安心!

古谷 聡紀

ＢＯＯＫＳ

一般書NEW

猟師食堂 ／ 田中 康弘

白いシャツを一枚、縫って
みませんか? ／ 伊藤 まさこ

クックパッドのおいしい
厳選！作りおきサラダ 
／ クックパッド株式会社

児童書 NEW

うどん対ラーメン
／ 田中 六大

おしりたんてい やみよにき
えるきょじん ／ トロル

しろくろつけてよシマウマ
くん ／ くすはら 順子

【１階読み聞かせコーナー】
　どんぐりおはなし会 ５月１１日鰹水 、１８日鰹水 、２５日鰹水 　 午後３時

　※５月２１日鰹土 の英語のおはなし会はお休みします

ここどどもものの図図書書館館ままつつりり ５月１１日～１５日開５月１１日～１５日開催催

【１１日鰹水 ～１５日鰹日 】　期間展示（読み聞かせに適した絵本展ほか）

【１１日鰹水 】　
噛午後３時～３時４０分　どんぐりのおはなし会スペシャル

【１４日鰹土 】
噛午前１０時～午後３時　スタンプラリー
噛午前１０時３０分～　　　にほんご＆えいごのおはなし会
噛正午～午後２時　　　こどもの古本市
噛午後１時～３時　　　手づくり体験コーナー
噛午後１時～３時　　　１日子ども図書館員

　図書館では、平成２３年４月からボランティアと連携して、対象の赤

ちゃんと保護者の方に絵本の楽しさ・大切さを伝えながら、絵本２冊と

読み聞かせのアドバイス集、おすすめ絵本リストなどが入った絵本バッ

ク(ブックスタートパック)を配布しています。　　鰹問 図書館　拶２２‐３００５

充実のアフターケア
０歳からの利用者カード発行　
　４月から、０歳児でも利用カードを作ることができるよ
うになりました。１人１０冊まで・２週間貸し出しています。

おはなし会へのご案内　
　毎週水曜日・毎月第２・第３土曜日に実施しています。
おはなし会のコーナーにはベビーベッドも完備しています。

赤ちゃん絵本コーナーの設置　
　赤ちゃん向け絵本を集めたコーナーを設置しています。
厚紙を使用した安全なもの・小さく手に取りやすいサイズ
の絵本など、およそ500冊を所蔵しています。

オススメ絵本リストの提供　
　ブックスタートパックと一緒に配布している図書館・読
書推進ボランティアセレクトの絵本リストで、絵本選びを
サポートしています。

ブックスタートプラス　
　１歳６カ月の健診の時に、さらに絵本を１冊プレゼント
します。５種類の中からお好きなものを選べます。オスス
メ絵本リストもついています。

　ブックスタートアンケート集計結果

　

　　※１歳６カ月健診時にアンケート調査を実施

　利用者から寄せられた声
葛健診でいただいた２冊はとてもお気に入りです。　
　たくさん読んで、もうしわくちゃになるほど…。　
　赤ちゃんが好きそうな絵本を選んでおいてもらえ
　たので、とても助かりました。

葛子どもにとっても親にとっても、良い記念の絵本
　になるし、とても嬉しかったので、今後も続けて
　欲しいです。

葛いただいた本を今も楽しそうに見ています。とて
　も良い取り組みだと思います。

葛赤ちゃんにはまだ早いと思っていたら、すごく興
　味を示し驚きました。

葛本屋さんにはいろいろ本がありすぎて、どれにしよ
　うか迷っていたので勧めてもらって良かった。

今後もこの事業を継続して
ほしいですか？

ブックスタートで受け取った
絵本を活用している

家庭で読み聞かせをしている

９９８８%%

平成２８年度の７カ月相談対象の赤ちゃんには、
こちらからお好きな本を２冊プレゼントします。

ブックスタート事業を紹介します

８８８８%%

９９９９%%
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田浦 功基田浦  功  基 さんさん (４歳)(４歳)　春日町春日町

こう き

今日は入園式！幼稚園楽しみだな今日は入園式！幼稚園楽しみだな♪♪

お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

橋本夏奈橋本  夏  奈 さんさん (２歳)(２歳) 
なつなつ なな

　　 一樹 一  樹 さんさん (７カ月)(７カ月)

いついつ きき

　　             麓郷市街地麓郷市街地

暖かくなって嬉しいな暖かくなって嬉しいな！！

左か左からら

パパパパパパパパパパパ
パパパパパパパパパパパ
広広広広広広広広広広広
場場場場場場場場場場場

　
　
　
　
鰹問 
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）

　
　
　
拶
３
９
‐
２
２
２
３

　
平
成
　
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

２５

れ
た
子
ど
も
と
お
父
さ
ん
が
参
加
対

象
の
「
パ
パ
広
場
」。

　
普
段
、
仕
事
な
ど
で
子
ど
も
と
遊

ぶ
機
会
の
少
な
い
パ
パ
と
子
ど
も
が

思
い
っ
き
り
触
れ
合
い
、
遊
べ
る
機

会
を
つ
く
ろ
う
と
、
開
催
し
て
い
ま

す
。
　
今
年
度
の
パ
パ
広
場
は
、
好
評
に

つ
き
、
日
曜
日
に
合
計
４
回
開
催
し

ま
す
。

　
こ
の
パ
パ
広
場
を
通
し
て
、
お
父

さ
ん
に
、
子
ど
も
の
さ
ま
ざ
ま
な
様

子
や
ふ
れ
あ
い
方
を
知
っ
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
活
動
に
も
興
味
や
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
家
庭
で
も
育
児
に
参
加
し
て
も
ら

う
き
っ
か
け
づ
く
り
に
、
ぜ
ひ
と
も
、

多
く
の
お
父
さ
ん
の
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

開催時間・場所開　催　日

午前１０時～１１時１５分

スポーツセンター横
サブアリーナ

  ※会場は変更になる場合 
     があります

５月８日鰹日 第１回

８月７日鰹日 第２回

１１月１３日鰹日 第３回

２月５日鰹日 第４回

　平成２５年４月２日以降に生まれた
　子どもとパパ

　対象者　

　事前申し込みが必要です。
　くわしくは、子育て支援センター
　に問い合わせください。

　申込み　

今年度の開催スケジュール

▲

読
み
聞
か
せ
や
体
操
、
遊
具
遊
び
な
ど

親
子
で
一
緒
に
楽
し
み
ま
す
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▼期待と不安に胸躍らせて
富良野看護専門学校入学式　４月６日鰹水 

護師を志す３０人を迎える入学式が、富良野看

護専門学校で挙行されました。式では、澤田

貴美子学校長が「３年間、厳しく困難な道のりで

すが、自己研 鑚 し看護師めざして頑張ってくださ
さん

い」と式辞を述べ、新入生第２３期生を代表して齋

藤彩奈さんは「家族や地域の人のために、看護師

になれるよう頑張って学びたい」と誓いのことば

を述べていました。

看

▼豊富な経験を社会のために
ことぶき大学三校合同入学式　４月５日鰹火 

きがいを求めて進んで学び、自己の知識や経

験を社会のために役立てようと、向学心あふ

れる３７人の新たな仲間がことぶき大学に入学しま

した。今年度は、本科１２人、大学院１１人、研究科

１４人が入学し、富良野校本科の川瀬貞子さんは「入

学を機に仕事一途の生活から心にゆとりのある生

活に切り替え、学生同士の融和や喜びを分かち合

いながら、楽しく学びたい」と話していました。

生

▼安心して暮らせるまちに
高齢者等の地域見守り活動に関する協定調印式　３月３０日鰹水 

住

ズームアップ

まちのできごと

み慣れた地域で、安心して暮らすことができ

るまちづくりを推進するため、市とふらの農

業協同組合は、市内の高齢者などの見守り活動に

関する協定を締結しました。今後は、４月８日か

ら運行を始めたホクレン移動販売車による販売業

務の中で、高齢者などの自宅で異常を察知したと

きは、速やかに市に情報が提供されるなど、連携・

協力し、見守りと安否確認の充実を図ります。

▼奉仕・友愛・健康を掲げ
市老人クラブ連合会創立５０周年記念祝賀会　３月２８日鰹月 

在３３クラブが活動する富良野市老人クラブ連

合会の創立５０周年記念祝賀会が関係者の集ま

る中、ハイランドふらので開催されました。開会

前には、これまで老人クラブを支えてきた先人た

ちへ黙とうがささげられ、祝賀会では「私たちが

地域社会にどう貢献できるか考え、今後も会員一

同協力して精進していきたい」と有澤浩会長が５０

年の歴史を振り返りながら挨拶していました。

現
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ズームアップ

まちのできごと

学消防ポンプ自動車の老朽化にともない、新た

に、最新鋭の化学消防ポンプ自動車が富良野消

防署に配備されました。この車輌は一般の火災をは

じめ、水をかけると逆に火の勢いを増す油脂や化学

物質火災の消火に威力を発揮。水槽容量３,０００渥や油

火災用薬液槽５００渥、暗闇でも作業しやすい自動昇

降照明を装備するなど、さまざまな火災から地域を

守ります。

ま ち の で き ご と
ZZOOOOMMUUPPFFUURRAANNOO
ズズーームムアアッッププふふららののズズーームムアアッッププふふららのの

▼心強い味方の消防車！
化学消防ポンプ自動車配備　３月２４日鰹木 

化
正５年に創業し、金物や石油などを販売してき

た株式会社亀屋斉藤商店（齊藤澄子取締役会

長）が、市に１,０００万円寄附しました。この日、市役

所を訪れた齊藤会長は「おかげさまで創業１００年を

迎え、これを記念し、へそ公園の整備などのために

寄附させていただきます」と寄附を手渡し、能登市

長が「へそ公園の整備や教育基金として活用させて

いただきます」とお礼を述べました。

▼へそ公園の整備に役立てて
株式会社亀屋斉藤商店寄附　４月１日鰹金 

大

道路河川愛護事業

　　 功労団体優良表彰

路や河川の環境美化に長年
取り組んでいる大沼道路河

川愛護組合、東町道路愛護組合、
東山第１道路河川愛護組合に、
能登市長から表彰状が贈呈され
ました。受賞した東町道路愛護
組合の日向稔組合長は「他の模
範として、継続して取り組んで
いきたい」とお礼を述べました。

道

 鷲  見   勝  博 さん（56歳）
す み かつ ひろ

山地区の農業の担い手の育
成や指導に尽力され、特に、

大学院生の研修受け入れや交流
を長年実施するとともに、東山
地域で設立した新規参入者の受
け入れ組織において、積極的に
農業の担い手育成に尽力され、
これらの功績が認められ、認定
されました。

東

北海道指導農業士

奥野  裕  史 さん（４４歳）
ひろ し

沼地区の農業の担い手の育
成や指導に尽力されるとと

もに、ふらの農業協同組合の青
年部で取り組んでいる農業技術
勉強会において、自ら生産して
いるニンニクやほうれん草など
の生産技術を若者に指導や継承
するなど、その功績が認められ、
認定されました。

鳥

北海道指導農業士

大沼道路河川愛護組合
東町道路愛護組合
東山第１道路河川愛護組合
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　国民年金は、日本国内に住所がある２０歳以上６０歳未
満の方すべてが加入する制度です。
　届出を忘れると、将来受け取る年金額が少なくなっ
たり、受けられなくなる場合があります。届出は忘れ
ずに行いましょう。

保険料の支払いはお忘れなく

鰹問 市民課市民年金係　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

昭和２６年５月生まれ(満６５歳)の方は、満６５歳の誕生日

以降に手続きをしてください。すでに厚生年金を受給

している方は、誕生月に送られてくるはがきを返送す

ることで、基礎年金の手続きが完了します。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印鑑・預金通

帳・戸籍全部事項証明（戸籍謄本）・住民票謄本などです。

安心・便利・確実な口座振替

　国民年金保険料は、金融機関やコンビニで納めるこ
とができます。しかし、「忙しくて納めに行く暇がない」
という方には、口座振替をお勧めします。
　口座振替を利用すると、毎月金融機関に行く手間と
時間が省け、納め忘れの防止にもなり安心です。また、
申し込みや引き落としの手数料は一切かかりません。
申し込みは、納付書・通帳・印鑑を持参の上、市役所
や金融機関・年金事務所で手続きができます。
　口座振替開始は、申し込みの１～２カ月後となりま
す。開始月は後日送付される「国民年金保険料口座振
替」で確認してください。

国民年金　こんなときには手続きを

◆２０歳になったとき

◆会社を退職したとき（６０歳になる前）

◆収入が増え、被扶養配偶者でなくなったとき

◆配偶者が退職したとき

　生活が便利になるにつれて、現代人は一昔前よ

りも明らかに身体を動かさなくなっています。「健

康のために何かをしなければ…」と考えてはいる

ものの、「なかなか始められない」「生活を変えら

れない」という人は多いのではないでしょうか。

　運動や食事など、長年の習慣を変えることは、

簡単なことではありません。そして身体に良いこ

とは続けなければ効果は期待できません。逆に、

小さなことでも続けることで、徐々に効果は出て

きます。わずかな健康行動を続けていくこと、さ

らにその行動の数を増やしていくことが、生活習

慣病の予防や健康増進につながっていきます。

　例えば、次のことをスモールチェンジ！

　（少し変えてみませんか）

◆食習慣をスモールチェンジ！

・ジュースや缶コーヒーをお茶に変える

・１日に食べる間食の量を半分にしてみる

・ご飯の量を１０％程度減らしてみる

・１日３杯のお酒を２杯にする

・肉料理の回数を週３回から２回にする

◆身体活動をスモールチェンジ！

・車通勤から自転車や徒歩通勤にする

・２階まではエレベーターは使わずに階段を使う

・１日１回の犬の散歩を２回にする

・歩きやすい靴を履き外出の頻度を多くする

・駐車場では建物からなるべく離れた所に車を止

　める

＋１０（プラス テン)で健康寿命を伸ばしましょう！

　平成２５年に厚生労働省が公表したガイドライン

「アクティブガイド」では、今より10分多く、毎日

身体を動かすことを推奨しています。目標は１日

合計６０分（高齢の人は４０分）元気に身体を動かす

ことです。散歩やラジオ体操、庭や畑の手入れな

ど普段から身体を動かすこと、そしてその時間を

少しずつ増やしていくことで、糖尿病、心臓病、

脳卒中、筋力の低下、うつ病、認知症などのリス

クを下げることができます。

　長い冬が終わり、桜の咲く季節を迎えます。「ス

モールチェンジ」と「＋１０」の取り組みで、健康

づくりにチャレンジしてください。

スモールチェンジで健康づくり

今月のテーマは　

こんにちは

保健師です！

スモール
チェンジ！
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クーリング・オフ葉書は富

良野郵便局、若葉郵便局、

山部・東山支所にも置いて

あります。また、消費生活

センターと山部・東山支所

に「タオル等回収ボック

ス」が設置されています。

不要になったタオル類・白

メリヤス・毛布の回収にご

協力ください。

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ消費生活センターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
 　月～金  午前１０時～午後４時

ダイヤル交換市もやってます！

◆譲ります　　　　　　　　　　　　　　 　  
捌捌大正琴楽譜（初・中・上級他大正琴楽譜（初・中・上級他））捌捌家庭用電位治療器（敷パッ家庭用電位治療器（敷パッ
ドド））捌捌パイプベッド（折り畳み式パイプベッド（折り畳み式））捌捌エレクトーンエレクトーン捌捌猫トイレ用猫トイレ用
（砂・マット（砂・マット））捌捌ゴルフクラブセット（レディースゴルフクラブセット（レディース））捌捌西中女子西中女子
制服（上１７５B制服（上１７５B、、ベスト、スカートベスト、スカート））捌捌女性用リクルートスー女性用リクルートスーツツ
（LL（LL））捌捌排卵検査排卵検査薬薬

◆譲ってください　　　　　　　　　　　  　 
捌捌足踏みミシ足踏みミシンン捌捌電子レンジ電子レンジ捌捌電子ピアノ電子ピアノ

相相談談すするるなならら

再確認！

排出方法とマナー

環環境境課課かからら
おお知知ららせせ

拶拶３３９９--22330088 

空き地の草の管理について

　日ごとに温かくなり、草が伸びやすくなる季
節になってきました。空き地をお持ちの方は草
刈を行い、敷地の管理をお願いします。

生ごみ袋を使用する時の注意点

　生ごみ袋は、「とうもろこし」から作られた生

分解性の袋を使用しています。長期間使用しな
いと破れやすくなりますので、次の点に注意し
てください。
虚買いだめをせず、短期間で使い切れる分だけ
　購入する。
許製造年月から半年以内に、袋を使用する。
距生ごみを多量に詰め込みすぎない。特に、水
　分の多いものは注意してください。
鋸高温・多湿の場所を避けて保管する。
漁購入したばかりの生ごみ袋が、すぐに破れた
　ときは、購入した店で、購入時のレシートと
　ともに返品してください。その場で交換して
　くれます。
　
【生ごみは、他のごみに入れないでください】
　スナック菓子の袋や弁当の容器などに、食品
が残った状態で捨てることは、絶対にやめてく
ださい。少量でも、未開封でも、必ず中身の食
品を出し、生ごみは生ごみへ、袋や容器はそれ
ぞれ当てはまる区分の専用袋に入れて出してく
ださい。

乾電池回収ボックスの撤去について

　３月末で閉店した「三番館ふらの店」に設置
していた乾電池回収ボックスを撤去しましたの
で、お知らせします。
　乾電池回収ボックスの設置
場所については、「ごみの分け
方・出し方ガイドブック」で
確認、または問い合わせてく
ださい。

相談内容商品別分類・サービスベスト５

平成２７年度 消費生活相談報告

相談件数１４５件（前年比▲４０件）

内　　容商品・サービス

携帯、スマホなどへの架空請求
・インターネット接続回線・プ
ロバイダー・光回線転用

運輸・通信サービス１

健康食品・果物・調理食品食料品２

離婚相談・借金・相続・不審な
電話

他の相談３

融資サービス・債務整理・未公
開株

金融・保険４

賃貸アパート・ソーラシステム・
洗面台

土地・建物５

　平成２７年度に消費生活センターへ寄せられた相
談件数は大幅に減少しました。しかし、相変わら
ず「架空請求」「インターネット接続回線」など
の相談が４割強を占めています。
　また、「電話での健康食品の勧誘」も後を絶ち
ません。
　「振り込め詐欺」の相談については、件数的に
は少ないですが、依然として続いています。電話
で「お金が必要だ」という話が出たら「詐欺かも？」
と疑いましょう。

契約する前に一
人で判断せず

　　　契約する
前に一人で判断

せず、、

家族や知人など
に相談しましょ

う

　　　　家族や
知人などに相談

しましょう！！
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このページは広告料収入で作成しています

ごみＱ＆Ａ

Ｑ.カップメンの容器は　
何ごみ？

Ａ．「カップ　　」と表示され
ている容器は、プラスチック
ごみになります。プラスチッ
クマークのない容器や「カッ
プ　　」と表示されている容
器は、固形燃料ごみになりま
す。最近は、紙製の容器が増
えていますので、注意してく
ださい。

Ｑ.包装用の梱包材は　　
何ごみ？

Ａ．　　マークが付いた梱包
材はプラスチックごみです。
マークの付いていない梱包材
は、固形燃料ごみになります。

５月号

ありがとうございます

株式会社亀屋斉藤商店

（日の出へそ公園整備などへ）

金１,０００万円

蓮川 康夫さん  

（博物館へ）　絵葉書ほか

大木 義絋さん  

（博物館へ）　カメラ一式

寄 付

 く
ら
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富

良

野

ヘ

ル

シ

ー

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

の
配
布
に
つ
い
て

　
市
内
７
カ
所
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
や
「
食
」・
「
健
康
」

に
関
す
る
冊
子
（
　
ペ
ー
ジ
）

２６

を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

配
布
場
所
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
ふ
ら
っ
と
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
山
部
・
東
山
支
所

鰹問 
富
良
野
美
瑛
地
域
資
源
開
発

セ
ン
タ
ー
　
拶
５
６
‐
７
２
３
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
苦
情
や
要
望
は

「
行
政
相
談
委
員
」
ま
で

　
年
金
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
、
登

記
、
道
路
な
ど
の
国
や
道
、
市

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情

や
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

「
行
政
相
談
委
員
」
が
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　
定
例
行
政
相
談
を
、
毎
月
第

一
、
第
三
月
曜
日
に
市
役
所
１

階
市
民
相
談
室
で
午
前
　
時
～

１０

午
後
３
時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
は
、
予
約
な
し
・
無
料
・

秘
密
厳
守
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
電
話
、
手
紙
で
も
行

政
相
談
委
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
総
務
省
「
行
政
相
談
委
員
」

連
絡
先

　
山
下
  正
 

ま
さ

 秋
 さ
ん
  

あ
き

　
　
桂
木
町
４
番
１
３
１
号

             拶
２
２
‐
１
６
６
２
 

　
 大
 

お
お

 佐
 
さ

 古
  祐
子
さ
ん

こ

　
　
山
部
東
町
７
番
　
号
２４

拶
４
２
‐
２
７
５
７

鰹問 
市
民
課

拶
３
９
‐
２
３
０
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　
年
経
済
セ
ン
サ
ス
・

２８

活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
我
が
国
の
全
産
業
分
野
に
お

け
る
事
業
所
・
企
業
の
経
済
活

動
を
全
国
的
及
び
地
域
別
に
明

ら
か
に
し
、
各
種
統
計
調
査
の

母
集
団
情
報
の
整
備
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
　
年
経
済

２８

セ
ン
サ
ス
・
活
動
調
査
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

調
査
の
対
象
　
６
月
１
日
現
在

の
す
べ
て
の
事
業
所
及
び
企
業

調
査
票
の
配
布
　
５
月
末
ま
で

に
調
査
員
が
お
届
け
し
ま
す
。

※
今
回
か
ら
、
す
べ
て
の
事
業

所
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
回
答

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

鰹問 
総
務
課
（
統
計
係
）

　
　
　
　
拶
２
３
‐
３
４
５
６

 催
　
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

メ
イ
ド
イ
ン
フ
ラ
ノ
事
業
　
　

春
の
ア
ス
パ
ラ
祭
り

と
　
き
　
５
月
　
日
鰹土 

１４

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
２
時

１０

と
こ
ろ
　
ふ
ら
っ
と
横
（
リ

バ
ー
モ
ー
ル
）

入
場
料
　
無
料
　

※
飲
食
物
は
有
料
販
売

内
　
容
 　
春
の
旬
野
菜
「
ア
ス

パ
ラ
」
を
メ
イ
ン
と
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
料
理
を
提
供
し
た
り
、

自
家
製
ア
ス
パ
ラ
の
太
さ
や
甘

さ
を
競
う
イ
ベ
ン
ト
や
、
ふ
ら

の
ワ
イ
ン
を
味
わ
え
る
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ア

ス
パ
ラ
の
販
売
も
行
い
ま
す
。

鰹問 
メ
イ
ド
イ
ン
フ
ラ
ノ
事
務
局

（
商
工
観
光
課
内
）

拶
３
９
‐
２
３
１
２

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

森
づ
く
り
の
集
い

　
富
良
野
自
然
塾
で
は
、
閉
鎖

さ
れ
た
ゴ
ル
フ
場
を
森
に
か
え

す
た
め
に
、
植
樹
を
行
い
ま
す
。

と
　
き
　
５
月
　
日
鰹日 

２２

　
　
　
　
午
前
　
時
１０

と
こ
ろ
　
富
良
野
自
然
塾
　
　

　
　
　
　
フ
ィ
ー
ル
ド
内
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集
　
合
　
午
前
９
時
　
分
　
富

５０

良
野
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
本
館
）

玄
関
前

参
加
料
　
無
料

持
ち
物
　
軍
手
・
飲
料
水
な
ど

服
　
装
　
作
業
の
で
き
る
服
装

申
込
み
　
前
日
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
小
雨
決
行

鰹問 
Ｃ
・
Ｃ
・
Ｃ
富
良
野
自
然
塾

拶
２
２
‐
４
０
１
９

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ピ
ア
ネ
ッ
ト
ふ
ら
の
研
修
会

テ
ー
マ
　
障
が
い
者
の
栄
養
管

理
と
体
調
維
持
の
た
め
の
勉
強
会

と
　
き
　
５
月
　
日
鰹日 

２２

　
　
　
　
午
後
１
時

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

講
　
師
　
 六
  田
 さ
ん
（
富
良
野

ろ
く
 
た

保
健
所
）

参
加
料
　
無
料

鰹問 
ピ
ア
ネ
ッ
ト
ふ
ら
の
（
 蔵
 

く
ら

 田
 さ
ん
）

た

拶
０
８
０
‐
６
０
６
７
‐
５
３
８
３

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

春
の
ワ
イ
ン
会

と
　
き
　
５
月
　
日
鰹木 

２６

　
　
　
午
後
７
時
～
８
時
　
分
２０

と
こ
ろ
　
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
工
場

会
　
費
　
２
０
０
０
円

内
　
容
　
旬
の
野
菜
や
ふ
ら
の

チ
ー
ズ
な
ど
、
地
元
の
食
材
で

作
る
お
つ
ま
み
と
、
ふ
ら
の
ワ

イ
ン
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
通
常
飲
む
こ

と
の
で
き
な
い
樽
熟
成
中
の
ワ

イ
ン
の
試
飲
も
で
き
ま
す
。

定
　
員
　
先
着
　
人
４０

申
込
み
　
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
無
料
送
迎
バ
ス
あ
り
（
J
R

富
良
野
駅
横
噴
水
前
か
ら
午
後

６
時
　
分
発
・
要
予
約
）

４５

鰹問 
ワ
イ
ン
工
場
　
　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
３
２
４
２

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

や
ま
べ
さ
く
ら
ま
つ
り

◆
桜
の
夕
べ
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

と
　
き
　
５
月
７
日
鰹土 

　
午
後
６
時
　
分
～
８
時
　
分

３０

３０

と
こ
ろ
　
山
部
福
祉
セ
ン
タ
ー

チ
ケ
ッ
ト
　
１
５
０
０
円
（
当

日
券
あ
り
）

内
　
容
　
お
楽
し
み
抽
選
会
や

美
味
し
い
手
料
理
の
販
売
を
行

い
ま
す
。

◆
や
ま
べ
さ
く
ら
ま
つ
り

と
　
き
　
５
月
８
日
鰹日 

　
　
　
　
午
前
　
時
１１

と
こ
ろ
　
東
大
樹
木
園
（
山
部
）

内
　
容
　

も
ち
ま
き
（
虚
午
前
　
時
　
分
・

１１

３０

許
午
後
１
時
）、
野
外
カ
ラ
オ
ケ

広告広告

大
会
、
お
楽
し
み
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど

※
山
部
中
央

公
園
か
ら
会

場
ま
で
無
料

送
迎
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。

（
往
復
各
３
便
）

鰹問 
山
部
商
工
会

　
　
　
拶
４
２
‐
２
４
０
９

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

市
制
　
周
年
記
念
合
同
市
民
見
学
会

５０

東
京
大
学
北
海
道
演

習
林
公
開
セ
ミ
ナ
ー

　
東
京
大
学
演
習
林
で
取
り
組

む
森
林
環
境
の
保
全
や
持
続
的

な
木
材
生
産
に
つ
い
て
、
新
緑

の
森
を
散
策
し
な
が
ら
学
び
ま
す
。

と
　
き
　
６
月
　
日
鰹日 

１９

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
東
京
大
学
北
海
道
演
習
林

参
加
料
　
無
料

服
　
装
　
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、

長
靴
な
ど
野
外
活
動
に
適
し
た

服
装

定
　
員
　
先
着
　
人
４５

申
込
み
　
５
月
　
日
鰹火 
か
ら
電

１７

話
で
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

そ
の
他
　
送
迎
バ
ス
を
運
行

（
午
前
８
時
　
分
ま
で
に
文
化

３０

会
館
集
合
）

鰹問 
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　
　
　

拶
４
２
‐
２
４
０
７

公民館フェスタ実行委員会では、

作品展示部門の一般参加者を募集しています。

くわしくは、電話、又は市ホームページで要

項を確認してください。

拶



222222001166--55 FFuurraannoo

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

東
大
演
習
林
　
　
　
　
　
　

神
社
山
自
然
観
察
路

　
　
  春
季
一
般
公
開

　
長
い
冬
を
終
え
、
芽
吹
き
の

始
ま
っ
た
早
春
の
里
山
を
、
東

大
演
習
林
職
員
に
よ
る
自
然
ガ

イ
ド
と
一
緒
に
散
策
し
ま
せ
ん
か
。

と
　
き
　
５
月
　
日
鰹日 
　

２９

　
　
　
　
虚
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
許
午
後
１
時
～
４
時

※
少
雨
実
施

と
こ
ろ
　
東
大
演
習
林
神
社
山

自
然
観
察
路
（
東
山
）
の
一
部

集
合
場
所
　
樹
海
中
学
校
駐
車
場

定
　
員
　
先
着
各
　
人
２０

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

鰹問 
東
大
演
習
林

拶
４
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
　
）
１２

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

少
年
の
主
張
大
会

　
市
内
中
学
校
の
代
表
生
徒
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
発
表
し
ま

す
。

と
　
き
　
５
月
　
日
鰹水 
　

２５

　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
大
会
議
室

鰹問 
社
会
教
育
課

拶
３
９
‐
２
３
１
８

 募
　
集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

市
・
道
営
住
宅
　
　
　

　
　
　
  入
居
者
募
集

●
一
般
世
帯
向
け
住
宅

東
山
団
地
（
東
山
市
街
地
）

昭
和
　
年
　
３
Ｄ
Ｋ
　
　
１
戸

５３

緑
ヶ
丘
団
地
（
山
部
北
町
　
番
）

１１

昭
和
　
年
　
３
Ｄ
Ｋ
　
　
１
戸

５４

北
の
峰
西
団
地
（
北
の
峰
町
　
番
）

２３

昭
和
　
年
　
３
Ｄ
Ｋ
　
　
１
戸

５５

北
の
峰
南
団
地
（
北
の
峰
町
６
番
）

昭
和
　
年
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

５６

ユ
ー
フ
レ
団
地
（
山
部
北
町
１
番
）

平
成
５
年
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

緑
町
団
地
（
緑
町
３
番
）

平
成
９
年
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
２
戸

し
ら
か
ば
団
地
（
錦
町
８
番
）

平
成
　
年
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

１１

●
一
般
世
帯
向
け
住
宅

（
単
身
入
居
可
能
住
宅
）

麓
郷
団
地
（
麓
郷
市
街
地
）

昭
和
　
年
　
３
Ｄ
Ｋ
　
　
１
戸

５４

●
高
齢
等
世
帯
向
け
住
宅
　

し
ら
か
ば
団
地
（
錦
町
　
番
）

１０

平
成
　
年
　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
１
戸

１０

受
付
期
間
　

　
　
　
５
月
９
日
鰹月 
～
　
日
鰹金 

２０

入
居
資
格
　

虚
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

許
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

距
収
入
が
基
準
以
内
の
方

鋸
申
込
者
（
そ
の
同
居
者
、
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
を
含

む
）
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

家
　
賃
　
入
居
す
る
方
の
収
入

に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

申
込
み
　
都
市
建
築
課
に
あ
る

申
込
書
に
記
入
し
、
必
要
な
書

類
（
収
入
を
証
明
す
る
書
類
な

ど
）
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
都
市
建
築
課

拶
３
９
‐
２
３
１
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
          

        創
業
支
援
事
業

　
創
業
者
及
び
小
規
模
事
業
者

の
第
２
創
業
（
新
分
野
進
出
）

を
対
象
に
創
業
・
一
日
公
庫
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き
　
虚
５
月
　
日
鰹火 

２４

　
　
　
　
許
６
月
　
日
鰹火 

２１

　
　
　
　
距
７
月
　
日
鰹木 

２１

　
　
　
　
鋸
８
月
　
日
鰹木 

２５

　
　
　
　
漁
９
月
　
日
鰹火 

２７

い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１１

と
こ
ろ
　
商
工
会
議
所

内
　
容
　
事
業
計
画
策
定
に
関

す
る
経
営
、
財
務
、
人
材
育
成
、

販
路
開
拓
の
４
分
野
の
知
識
習

得
や
資
金
調
達
な
ど

鰹問 
富
良
野
商
工
会
議
所

拶
２
２
‐
３
５
５
５

鰹問 ふれあいセンター　

拶２３‐６９８１

定　員　各１５人（先着）　

　　　　※陶芸のみ先着１３人

対　象　市内居住、または勤務する１５歳

　　　　以上の勤労者

受講料　無料　

　　　　※費用がかかる講座があります。

申込み　５月１０日鰹火 ～１６日鰹月 までにふれあ
　　　　いセンター勤労者施設窓口または

　　　　電話で申し込みください。

　　　　受付時間は午前９時～午後７時。

費 用回数日　程開催講座

6,000円
（材料費）

１２
６月７日～８月２３日
毎週火曜日
午後６時３０分～９時

料理&お菓子
中村スミエ講師

１回900円×１２回分
（お花代）

１２

６月２日～８月２５日
毎週木曜日
午後７時～９時

華道（池坊）

安立幸子 講師

2,000円
（抹茶、お菓子代）

１２
茶道（裏千家）

小玉宗民 講師

2,000円
（粘土など材料代）

１２
陶　芸

杉本 博 講師

なし
（浴衣など用意し
てください）　

５
６月２３日～７月２１日
毎週木曜日
午後７時～９時

ゆかた着装

高田祐子 講師

なし
（ヨガマットまたは
バスタオル持参）

１２
６月３日～８月１９日
毎週金曜日
午後７時～９時

ヨ　ガ

中村香織 講師

前期ヤングスクール

受講生募 受講生募集集
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・
・
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雇
用
促
進
支
援
員
の
募
集

　
季
節
労
働
者
な
ど
の
通
年
雇

用
化
を
推
進
す
る
富
良
野
広
域

圏
通
年
雇
用
促
進
協
議
会
の
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
条
件
　

上
富
良
野
町
、
中
富
良
野
町
、

富
良
野
市
、
南
富
良
野
町
、
占

冠
村
の
住
民
で
、
普
通
自
動
車

免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）
を
有
し
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方

業
務
内
容
　
企
業
訪
問
、
セ
ミ

ナ
ー
の
企
画
・
運
営
、
そ
の
他

事
務

期
　
間
　
６
月
１
日
～
平
成
　２９

年
３
月
　
日
ま
で

３１

勤
務
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～

３０

午
後
５
時
　
分
（
休
憩
１
時
間
）、

１５

土
日
祝
日
休
み

勤
務
場
所
　
商
工
観
光
課

賃
　
金
　
月
給
　
万
円
～
　
万

１４

１９

円
（
日
給
制
、
日
額
に
つ
い
て

は
職
歴
・
経
験
を
考
慮
し
決
定
。

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
有
り
）

選
考
方
法
　
面
接
試
験
（
５
月

　
日
鰹金 
午
前
）

２０申
込
み
　
５
月
　
日
鰹水 
ま
で
に

１８

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
、
履

歴
書
（
写
真
添
付
）
を
商
工
観

光
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
商
工
観
光
課

拶
３
９
‐
２
３
１
２

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

Ｒ
　
富
良
野
「
小
さ
な

38
森
」
計
画
参
加
者
募
集

　
旭
川
開
発
建
設
部
富
良
野
道

路
事
務
所
で
は
、
Ｒ
　
富
良
野

３８

「
小
さ
な
森
」
計
画
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
道
路
景
観

や
沿
道
環
境
の
保
全
の
た
め
、

木
の
苗
作
り
と
国
道
　
号
線
で

３８

植
樹
を
行
い
ま
す
。

と
　
き
　
６
月
４
日
鰹土 

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ
　
市
役
所
前
集
合
（
午

前
８
時
　
分
ま
で
）

５０

定
　
員
　
先
着
　
人
２０

申
込
み
　
５
月
　
日
鰹金 
ま
で
に

２７

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
旭
川
開
発
建
設
部
富
良
野
道
路

事
務
所
　
拶
２
３
‐
３
１
７
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

す
み
れ
合
唱
団
　
　

　
　
　
  　
団
員
募
集

　
「
親
ぼ
く
と
健
康
を
め
ざ
し

て
」
を
合
言
葉
に
、
音
楽
を
愛

し
、
心
と
声
を
合
わ
せ
て
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

対
　
象
　
　
歳
以
上
の
方

６０

講
　
師
　
赤
尾
 琴
子
さ
ん

会
　
費
　
6
0
0
円
（
月
額
）

鰹問 
す
み
れ
合
唱
団
（
武
内
さ
ん
）

拶
２
２
‐
４
５
１
４

麓郷地区麓郷地区にに
小水力発電を設置しまし小水力発電を設置しましたた

　麓郷市街地を流れる「白鳥川」に、自

然エネルギーを使用することで二酸化炭

素（ＣＯ２）の排出抑制に貢献するとと

もに、富良野市防災計画で避難所として

指定している麓郷小中学校の電源を確保

するため、北海道再生可能エネルギー等

　　　　　　　　　　　　　導入推進事

　　　　　　　　　　　　　業を活用し、

　　　　　　　　　　　　　小水力発電

　　　　　　　　　　　　　設備（定格

　　　　　　　　　　　　　１.９鯵及び蓄
　　　　　　　　　　　　　電池）を設

　　　　　　　　　　　　　置しました。

鰹問 総務課　拶３９‐２３００

▲発電用バッファータンク（タンク内に水を引
　き込みタービンを回して発電する設備）

秋田県にかほ市と対戦！　
　今年の対戦相手は、秋田県にかほ市（３月末の人口
２５,８１８人）に決定しました。参加率５０％超を目標に勝
利へ向け、みなさんも家庭や学校、職場で運動をしま
しょう。

スポーツセンターに報告を
　当日運動した方は午後９時３０分
までにスポーツセンターに電話か
ＦＡＸで報告してください。※報告は１人１回のみ。

企画プログラム
虚NOカー通勤デー（個人・事業所向け）
　エコ＋スポーツ活動として、会社や学校への徒歩・
　自転車通勤の協力をお願いします。
許みんなでウォーキングコース（２コース予定）
距ふらのちびっこ縄跳び大会（保育所・幼稚園児対象）
鋸スポーツセンターで活動しているサークルに体験参
　加してみましょう。
漁ポスチュアウォーキングなどのプログラムを実施鰹問 ふらの体育協会　志２３‐９６６６　思２３‐９６６７

２０１６チャレンジデー
全国一斉開催スポーツイベント

５月2５日鰹水  午前０時⇔午後９時

チャレンジデーって？
　チャレンジデーとは、毎年５月の最終水曜日に市民が
身体活動を通して、健康づくりや地域住民の連携強化な
ど生涯スポーツの振興を図ることを目的とした、住民総
参加型のスポーツイベントです。
　内容は、人口規模がほぼ同じ市町村・地域間で、当日
の午前０時から午後９時までの間に、15分以上なんら
かの運動・スポーツをした方の参加率を競い合います。

どうやって参加するの？

　年齢・性別を問わず、５月２５日に市内にいる人であ
ればどなたでも参加できます。自宅、スポーツ施設、
河川敷など（場所は市内であればどこでもＯＫ）、とに
かく１５分以上体を動かして報告すれば参加となります。
散歩やストレッチなど自分のできることでＯＫです。

笑顔で運動、いい汗流そう、チャレンジデー
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富
良
野
 彌
 

い
や

 榮
 太
鼓
保

さ
か

存
会
会
員
募
集

　
富
良
野
彌
榮
太
鼓
保
存
会

で
は
、
平
成
　
年
度
入
会
の
会

２８

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
和
太

鼓
に
興
味
の
あ
る
方
、
富
良
野

で
元
気
に
活
動
し
た
い
方
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
毎
週
水
曜
日
　

【
小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生
】

午
後
６
時
　
分
～
７
時
　
分

３０

４５

【
高
校
生
以
上
】

午
後
７
時
　
分
～
９
時

４５

と
こ
ろ
　
富
良
野
市
郷
土
芸
能

伝
習
館
（
布
部
市
街
地
）

鰹問 
富
良
野
彌
榮
太
鼓
保
存
会

（
出
合
さ
ん
）

拶
０
９
０
‐
６
２
１
７
‐
０
７
６
３

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー

募
集
し
ま
す

　
北
海
道
で
は
、
地
域
の
花
壇

づ
く
り
や
花
に
よ
る
景
観
づ
く

り
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
を
フ

ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
と
し
て
認
定

し
て
い
ま
す
。

　
富
良
野
市
で
は
こ
れ
ま
で
　２３

人
が
認
定
を
受
け
、
自
主
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

認
定
を
受
け
る
に
は

◆
市
が
申
込
手
続
を
行
い
ま
す

の
で
、
く
わ
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
応
募
者
の
活
動

経
歴
な
ど
を
審
査
し
、
市
が
北

海
道
に
推
薦
し
ま
す
。

◆
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、

7
月
　
日
鰹金 
の
札
幌
市
、
７
月

１５

　
日
鰹日 
の
網
走
市
、
７
月
　
日

1７

２４

鰹日 
の
釧
路
市
で
開
催
さ
れ
る
講

習
会
の
受
講
が
条
件
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
講
習
会
の
参
加
に

か
か
る
旅
費
な
ど
は
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

認
定
を
受
け
た
と
き
の
メ
リ
ッ
ト

◆
全
道
の
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー

と
交
流
す
る
機
会
が
で
き
ま
す
。

◆
花
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

の
情
報
を
定
期
的
に
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
対
象
の

セ
ミ
ナ
ー
が
年
数
回
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
花
に
関
す
る
知
識

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

応
募
期
限
　
５
月
　
日
鰹金 
ま
で

１３

応
募
方
法
　
電
話
ま
た
は
窓
口

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
都
市
建
築
課

拶
３
９
‐
２
３
1
６

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

栽
培
用
ハ
ウ
ス
　
　

　
　
  新
設
に
補
助
金

　
補
助
金
を
申
請
さ
れ
る
方
は
、

期
限
ま
で
に
農
林
課
に
あ
る
関

係
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
認
定
農
業
者
ま
た
は

認
定
新
規
就
農
者
 （
※
い
ず
れ

も
見
込
み
の
方
を
含
む
）

補
助
要
件
　

虚
　
月
　
日
ま
で
に
ハ
ウ
ス
の

１１

３０

設
置
を
完
了
さ
せ
る
こ
と

許
育
苗
ま
た
は
自
家
栽
培
用
で

な
い
こ
と

距
既
存
ハ
ウ
ス
の
建
替
え
や
復

旧
で
は
な
く
、
新
規
設
置
に
よ

り
棟
数
が
増
加
す
る
こ
と

鋸
設
置
後
は
必
ず
農
作
物
を
作

付
け
し
出
荷
す
る

漁
補
助
対
象
ハ
ウ
ス
は
２
棟
ま
で

※
ビ
ニ
ー
ル
資
材
は
補
助
対
象

外交
付
額
　
設
置
に
要
す
る
経
費

の
４
分
の
１
以
内
、
１
棟
当
た

り
上
限
　
万
円
（
新
規
参
入
者

１８

は
２
分
の
１
以
内
、
１
棟
当
た

り
上
限
　
万
円
）

３６

申
込
期
限
　
５
月
　
日
鰹金 
ま
で

２７

※
申
請
多
数
の
場
合
は
補
助
金

交
付
額
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

鰹問 
農
林
課

拶
３
９
‐
２
３
０
９

●基礎講習　
　意識障害・気道閉塞・呼吸停止・心停止な
どの緊急時、救急隊到着までに必要な処置の知
識と技術を学びます。
と　き　６月１８日鰹土 　午後１時～５時
ところ　保健センター
対　象　満１５歳以上の方
定　員　先着２０人
教材費　1,500円
持ち物　ノート、筆記用具

●救急員資格継続研修
と　き　６月１９日鰹日 　午後１時～５時
ところ　保健センター
対　象　救急員の資格を取得してから２年以
　　　上経過した方（資格有効期限の末日が受
　　　講期限となります）
　　　※平成２８年６月で有効期限が切れる方
教材費　1,000円

●救急員養成講習
　基礎講習修了者を対象に、さらにくわしく応急
手当などの知識と技術を学びます。
と　き　６月１９日鰹日 　午前９時～午後５時
　　　　６月２６日鰹日 　午前９時～午後５時
　　　　※２日間すべての講習を受講
ところ　保健センター
対　象　基礎講習修了の資格を有する方
定　員　先着２０人
教材費　1,700円

◆共通事項
　服　装　動きやすい服装
　申込み　６月８日鰹水 まで　

　　　鰹問 福祉課拶３９‐２２１１

釜赤十字救急法の講習 ≪　お　知　ら　せ　≫
　平成２８年４月１日から、基礎講習及び救急員な
どの認定証の有効期限が５年になりました。
　平成３１年３月３１日をもって、資格継続研修は廃
止され、期限を経過すると認定証の有効期限を延
長することはできませんので、注意してください。
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熊
本
地
震
災
害
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意見を提出できる方
虚市内に住んでいる方　許市内で働いている方、学んでいる方
距市内に事業所がある法人やその他の団体

意見の提出方法
虚封書・ファックス・メールなど書面（様式は自由）、
　録音テープでお寄せください
許担当課窓口に直接提出（郵送可）
距意見を提出するときは、住所・氏名などを記入して
　ください。公表はしませんが、記入がない場合には
　回答できない場合もあります。

意見提出先／問合せ
総務部総務課 〒０７６‐８５５５ 富良野市弥生町１番１号 
　志３９‐２３００　思２３‐２１２０
　死sohmu-ka@city.furano.hokkaido.jp

原案を作成した理由及び概要
　農業委員会等に関する法律の改正により公職選挙
法にもとづく農業委員会委員の選挙が廃止され、次
回の改選期からすべての農業委員は「市長が議会の
同意を得て任命する」ことになるため、条例を改正
します。

※くわしくは下記の公表場所で確認ください。

原案（全文）の公表場所
◆行政情報コーナー（市役所１階市民ロビー）
◆担当課窓口（総務課）◆山部・東山支所窓口
◆文化会館ロビー　　　◆図書館ロビー
◆市ホームページ

意見募集期間  ５月１６日(月)まで

富良野市農業委員会委員定数条
例の改正について

みなさんのご 意見 をお 寄せ くだ さい
コ メパ ブ

東日本大震災 
被災3県の復興を応援しよう！　

　平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災で大きな被害
のあった東北地方の被災３県（岩手県、宮城県、福島県）
では、いまだに風評被害が残っており、産業振興に影響を
及ぼしています。今回、全国市長会からの呼びかけで、被
災地のいち早い復興のため、被災地の情報を広報紙で発信
することになり、全国へそのまち協議会で交流している福
島のへそのまち「福島県本宮市」を紹介します。

　福島県本宮市　
　本宮市は、平成19年１月１日に本宮町と白沢村が合併し
て誕生。秀峰「安達太良山」を背景に、市の中心を豊かな
「阿武隈川」が流れ、奥州街道の宿場町の面影をしのばせ
る街並みとともに、「阿武隈山系」の裾野に展開する田園
と丘陵地が、豊かな景観を織りなしています。福島県のほ
ぼ中央に位置していることから、交通の要衝「陸の港」と
して重要な役割を担っています。

▲本宮烏骨鶏卵　　     ▲蛇の鼻御殿

福島県　本宮市
人口30,868人

           （３月末）

　税務課納税係では、５月１２日鰹木 から毎週木曜
日は午後８時まで窓口を延長します。平日の昼
間に時間のとれない方など、相談や税金（市税）
の納付など、気軽に利用してください。

◆納付が困難な場合は必ず相談を
　失業や転職、病気、離婚などの事由により、
収入が大幅に低下したなど、特別な事情により
納期限内での納付が困難な場合は、納税係にご
相談ください。

◆平成２８年度分の納税通知書が発布されます
５月上旬　固定資産税、軽自動車税
６月上旬　市道民税
７月上旬　国民健康保険税、介護保険料、
　　　　　後期高齢者医療保険料

◆税金・保険料 税務課拶３９-２３０２
◆公営住宅使用料 都市建築課拶３９-２３１６
◆上下水道料金 上下水道課拶３９-２３１７
◆保育料 こども未来課拶３９-２２２３

ＳＴＯＰ！滞納 《夜間窓口を開設します》 

５月１２日鰹木 ～１２月２９日鰹木 の

　　毎毎週週木木曜日 午後８時ま曜日　午後８時までで



広報ふらのは再生紙を使用しています

ままちちのの知知っっ得得情情報報満満載載！！

■行政情報番組「ラジオ広報ふらの」
　５月から放送時間を下記のとおり変更します。

　毎週　月曜日～金曜日　午後５時３０分～５時３５分放送

市市政政をを分分かかりりややすすくく解解説説！！

■まちづくり情報番組「元気ハツラツ！まちづくり」
　５月２１日鰹土 　午前１０時～１０時４５分放送

今月のラジオ広報

広報ふらの  平成２８年５月号  №６５６

■発行/富良野市（〒076-8555 富良野市弥生町1番1号）　■編集/総務部企画振興課広聴広報係　雑 ３９-２３０４　鯖 ２３-２１２１

■ウェブ http://www.city.furano.hokkaido.jp/　　　　　■次号/お知らせ版５月号は５月１２日発行・広報ふらの６月号は６月１日発行

災害時にも対応

災害時には、市とラ

ジオふらのとの協

定により災害情報

が流されます。
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▼市役所の財務会計システムが更新されました。
昔は、複写式の伝票に手書きで金額などを書いて
いましたが、数年前から電算化され、決算や支出
確認など、正確で便利になりました。しかし、ア
ナログの私は、システム操作を覚えるのに一苦労
…。当面は、パソコンとにらめっこする時間が増
えそうです。（む）

▼富良野市が市制を施行してから５０年を迎え、５
月１０日には記念式典が行われます。過去の資料な
どで５０年の歩みを見てみると、意外と知らないこ
とがあったり、地域のことについていろいろ学ぶ
ことができました。中でも、映像や写真を残すこ
とは大事なことだと感じました。記録を残すため
にも、どんどん写真を撮りたいと思います。（ほ）

シャロン（７歳）

阿部さん家のアイドル

愛しのペットが結ぶ「癒しのワ」。
いや

次はあなたのところへ映

＝今月のリレーは＝

柿原 加奈 さんから ▼ 阿部 良子 さんへ

＝来月は＝

阿部 良子 さんから　 ▼ 塩尻  公子  さんへ
きみこ

◆
愛
犬
家
も
大
迷
惑
！
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
◆

　阿部さんの好きな米国

女優シャロン・ストーン

と同じ名前のシャロン。

人懐っこくて、動物が苦

手な人がシャロンを抱く

と、動物嫌いを克服させ

るほどに魅力的で、愛ら

しいんですよ。


